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I 緒論

針葉樹の球果が成熟するのにマツ属，コウヤマキ，カヤ等は開花の翌年の秋に成熟し，トウヒ，スギ，ヒ

ノキ等は当年の秋に成熟することはよく知られているつプナ科においても針葉樹の場合のように開花の当

年に堅果を成熟するものと，翌年の秋に成熟するもののあることは一部の種類については判明している。

しかし当年に成熟するプナ属，クリ属等については問題はないが，コナラ属 Quercus (Cyclobalanopsis 

を含む〉については邦産の種類に対する成熟期間の記載が著書により異なり，あるいはあきらかにされて

いない種類がかなりある。分類上のー特徴であるこの習性をあきらかにすることは単に分類学上必要なば

かりでなく，育種研究等を行なうにあたっても当然必要なことなので，今回はコナラ属を含むクリ族

Castaneae の主な種類 3 属 22 種類について再検討を行なった。

この研究は最初造林部長坂口勝美氏が造林部山路木曾男氏に研究させたものであるが， 1956 年に著者

のひとり緑川がテーマのみを引き継ぎ一部の調査を行なったっしかし間もなく本場勤務に転出したため，

小林が 1957 年から改めて調査を行ないまとめたものである。最初本研究の必要性を教示され，テーマを

与えられた坂口勝美造林部長および本研究をすすめるにあたり，さく葉標本の閲覧を許され，かつご教示を

賜わった科学博物館大井次三郎氏ならびに奥山春季氏，鹿児島大学初島住彦教授に厚くお礼申し上げる。

また常にご支援を賜わった内藤信行元調査室長ならびに徳本孝彦調査室長，終始有益なるご教示とご援助

を賜わった林弥栄樹木研究室長，草下正夫植生研究室長ならびに各地の調査に際し絶大なるご協力をいた

だいた支・分場および営林局署の各位に対して深く感謝の意を表するとともに，なお写真の作成にあたっ

て多大のご協力をいただし、た浅川実験林三好卓三氏にも改めてお礼申し上げる。

E 調査の方まま

観察の便宜上東京都の浅)11実験林および目黒本場の樹木国と高尾山に各種類の標準木をえらび花期から

堅呆の成熟まで毎月 1"'2回年間継続して観察を行なうとともに，付近および他地方における樹木について

も比較観察を行なった。また継続して観察のできなかったシリプカガシ，ハナガガシ，イチイガシ等の種

類は生育地におもむき着果の状態、を観察して成熟期聞を推定した。さく葉標本による推定はこのことを満

足させる完全な標本が少なし往々にして過ちをおかしやすいので標本のみによることはさしひかえた。

(1) 浅川 i実験林樹木研究室員 (2) 謁査室企画科企画室員
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E 調査結果

A. 概要

わが国のクリ族として本田正次博土9)は次のクリ属 Castanea 1 種 4 変種，コナラ属 Quercus コナラ

亜属 11 種 12 変種 9 品種，アカガシ亜属 14 種 8 変種 5 品種， シイノキ属 Castanopsis 1 種 2 変種 6

品種，マテパシイ属 Pasania 2 種をあげている。以上の種類のうち今回調査しえたものは第 1 表の 18 種

4 変種で，個々の種類については各論に花部および果実の観察を記載した。

クリ属は衆知のように開花の当年に堅果を成熟するが，コナラ属のうちコナラ亜属には当年に成熟する

コナラ， ミズナラ，カシワ，ナラガシワ等と翌年までかかるウパメガシ，アベマキ，クヌギがあり，アカ

ガシ亜属には当年に成熟するアラカ‘ン，シラカシ，イチイガシ等と翌年までかかるアカガシ，ツクパネガ

シ，ウラジロガシ，ハナカゃカeシ等の 2 つの型がある。わが国には該当する種類はないが Eηthrobalanus 

亜属のものも翌年であるとし、う。

次にシイノキ属のツプラジイ，スダジイおよひ‘マテパシイ属のマテパシイ，シリプカヵーシ等は開花の翌

年に成熟する型にはいる。一般に子房下位で 3 心室，各 2 脹珠があり，そのうち 1 種子のみが成熟して無IÆ

乳の堅果を形成するものであって，ときに例外もある。当年に成熟する種類は 4"""'5 月ごろに開花して受

精がすぐ行なわれて 10"""'11 月ごろに堅果は成熟する (Form A)。そして翌年に成熟する種類は 4~5 月

ごろ (Form B Subform a)，ただし，シイ，マテバシイは 6 月初旬ごろ (Subform b)，シリプカガシ

は 10 月ごろ (Subform c) 開花して， 当年は子房があまり発達せず少数の鱗片に包まれた小さい越冬

呆の形で越冬して，翌年の 5 月ごろから種子が発達をはじめ 10"""'11 月ごろに堅果を成熟する。それゆえ

種類によってことなるが，援粉してから授精までに 12~13 カ月くらいかかるといわれ，成熟するまでに

は開花後 1 年半くらし、かかることになる。しかしマテパシイ属のシリブカガシは他のシイ類とことなり，

10 月初旬ごろに開花して翌年 10 月ごろ堅果を成熟するので， 同じ翌年の型でも 4 カ月くらい短いこと

になる。奄美大島，琉球に産するオキナワウラジロガシ Quercus Miyagii KOIDZ. (Subgen. Cyclaｭ

balanaρsis) も， E. H. W ALKER29J によれば， 12-1 月ごろ開花して 1 年後に堅果を成熟するというが，

資料不足のためはっきりしたことはわからない。

当年および翌年に成熟するとしづ習性は，産地あるいは年によってことなるかということは簡単にきめ

ることはできないが，東京付近の観察と比較するために特にヵ、ン，シイ類の北限地帯福島県と九州南部地

方をえらび調査を行なった。

福島県平市上平窪では磐城氏所領時代の旧横山御林の残木としてあるスダジイの大木(胸高直径 1-2

伽) 7 本について調査したが， 2 年成熟性のものであり，また近在のアカガシ， ウラジロガシも習性に変

化は認められなかった。また九州の宮崎県日向地方，鹿児島県大隅地方における各種類の調査でもこの変

化は認められなかった。

次に年により成熟をこ主にするかということは， 1956 年以来東京付近での端本.続した観察では変化がな

かった。これらの観察よりして少なくともわが国においては自然状態では変化のない各種類のもつ特性と

して考えられる。中井猛之進博士は朝鮮森林植物編(第 3 輯〕においてウラジロガシの項で「通例 2 年に

て成熟すれども往々 1 樹に 1 年にて成熟するものを混ずることあり」とのベ，またアカガシの項では「果

実は 1 年~2 年目に成熟し決して一定せず， 1 樹にでも年に依り異なる」と書かれている。しかしこれは
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2 年枝の冬芽が校としての伸長が悪しかっ当年の雌花が着かなかったために 2 年性の果実を当年性のも

のとして誤認されたものかとも思われるコウラジロガシではこのような枝がしばしば比うけられるので，

少数の個体や，一部分の校を見て速断するとまちがし、やすい。東京付近のシイ，マテパシイ，ツタパネガ

シ等について観察されたことであるが，堅果 (2 年来〉の成熟した年には，越冬果( 1 年来)のつきが非

常に惑し両者が同一枝上についていず，したがって次年の秋には成熟した堅果が:まとんどつかずその年

の越冬果( 1 年果)のみのことがある。果実の豊凶は他樹種にもあることであるが，このことも 2 年成熟

性を判定する場合には注意を要することである。

第 1 表 Table 1. 

属
Genera 

Quercus 

]11[属および節 | 
Subgen. & Sections 

Cyclobalanopsis 

Pγinus 

Lepidobalanus 

Ilex 

Castanopsis 

Pasa札ia

一ー一一一一一一一

種
Species 

アラカシ

Q. glauca 
シラカシ

Q. 制:yrsinaefolia
イチイガシ
Q. gilva 
アカガシ

Q. acuta 
オオアカガシ
Q. acuta var. megaPhylla 
ツタパネガシ
Q. sessilifolia 
オオツタパネガシ

x Q. takaoyamensis 
ハナガガシ

Q. Hondai 

| 果実の成熟期間
l Ripeni時旬m

of fruits 

1 年
annual 
1 年
annual 

ウラジロカ酔シ i 

Q. salicina var. stenoPhylla 

l 年
annual 
2 年
biennial 
2 年
biennial 
2 年
biennial 
2 年
biennial 
2 年
biennial 
2 年
biennial 

コナラ
Q. serrata 
テリハコナラ
Q. seγrata var. donariu隅
モンゴリナラ

Q. 刑ongolica
ミズナラ
Q. mongolica 
var. grosseserrata 
カシワ
Q. dentata 
ナラガシワ

Q. aliena 

ウノ±メガr シ

Q. phillyγaeoides 

アベマキ
Q. vaγiabilis 
クヌギ
Q. acu!issima 

ツブラジイ
C. cuspidata 
スダジイ
C. cuspidata var. Sieboldii 

マテパシイ
P. edulis 
シリプカガシ
P. glabra 

I 年
annual 
l 年
annual 
1 年
annual 

l 年
annual 

1 年
annual 
I 年
annual 

2 年
biennial 

2 年
biennial 
2 年
biennial 

2 年
biennial 
2 年
biennial 

2 年
biennial 
2 年
biennial 
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次に雑種の成熟習性であるが，コナラ亜属の当年成熟性のコナラ， ミズナラ，カシワ，ナラガシワでは

互いに良く交雑して，天然にも種々中間形態を呈するまぎらわしいものが多いが，しかしこれらはともに

当年成熟性である。そして Sect. Prinus tこ属する種類は未調査のものも全般に当年成熟性と思われる。

当年と翌年成熟の 2 型をもっアカガシ亜属では， 2 年成熟性のアカガシとツタパネガシとは天然にも雑種

が知られ多形であるが，雑種として報告されているオオツクパネガシは 2 年成熟性である。同一習性をも

っ種聞の雑種はおおむね同様の習性をあらわすようであるが，当年と翌年の異習性をもっ種聞の雑種につ

いては不明である。アカガシとアラカシの雑種とされているものに Q. idzuensis MAKINO があり，中井

博士はチンゼイガシ Cyclobalanopsis kiusiana NAKAI をアラカシとハナガガシの雑種として，小石川

植物園に植殺されていた九州産の 1 本から植物研究雑誌 15 巻 276 頁に発表されたが，現在では枯死して

無いので成熟習性を調査することはできない。しかし元来アラカシは当年成熟性のものであり，ハナガガ

シは 2 年成熟性のものであるから， まずこの両者の雑種が可能かということを確かめる必要があると思

う。そしてまた，このような近縁な異習性の種を互いに交雑させ，その可能性と，可能であった場合には

雑種の形態および堅果成熟の習性等を確かめる必要があり，今後の研究にまたねばならない。

B. 各論

1) アラカシ

Quercus glauca THUNBERG, in ex MURRAY, Syst. Veget. ed. 14, 858 (1784).-Cyclobalanopsis 

glauca (THUNB.) OERSTEDT 

常緑の喬木で，本州(太平洋側は福島県石城郡，日本海側は石川県能美郡以西)， 四国， 九州に産し，

台湾，朝鮮〔済州島). 中国， ヒマラヤ地方(ネパーノレまで〉に分布し， 開花後その年の秋に堅果を成熟

する当年成熟性の種類である。

4 月下旬ごろ新校は 4 稜を有し緑色で，淡褐白色の軟毛が有る。新築は左右に長楕円状線形，鋭尖頭，

膜質で淡褐毛を有し，淡紅紫色を呈する早落性の托葉を有する。業はまだ十分聞かないものもあるが，楕

円状長楕円形，または披針状長楕円形，先端は鋭尖し，基部は鋭または鈍形，縁辺は下部ほとんど全縁，上

半部に鋭鋸歯がある。葉表は褐緑色で脈上に早落性の細長毛を散生するのみでほとんど無毛であるが，紫

紅色の腺点を密布する。葉裏は淡紫紅色の細毛を密生し美しく，脈上には白色細毛を有し，葉柄も白細毛

を生ずるが後平滑となる。成葉は革質で上面は濃緑色滑沢，下面は灰白色で伏毛を有する。

新薬とともに花を聞き，雄花序は側芽より発達した新技に総状につき，穂状をなして下垂し，雄花序の

みで校をなすものと，新薬および雌花序を有する校の下部に出るものとがある。各花序は短小有毛な鱗片

葉に 1 花序ずつ!液生している。鱗片葉の基部左右に広披針形，鋭尖頭，狭脚，有毛，褐色膜質の托葉を有

する。雄花序は細長で白色軟縮毛を有する中軸に雄花が多数集まって薬夷花序をなす。雄花は無柄で外部

に広卵円形，鋭尖頭，褐色で白色細毛のある 1 枚の壱を有し，つぼみのときにはこれに包まれている。こ

の右中に 1~3 雄花があり，花序の中，下部は 3 花が多く，上部では 2~1 花のものが多い。花被は淡褐

色膜質有毛で 6 裂し， ときに減数することもあり，各裂片は三角状で鈍または鋭頭をなす。 雄ずいは 6

本，ときに減数して 5~4 本となる。花糸は淡黄白色無毛，蔚は緑黄色無毛，花粉は黄色である。

雌花序は新枝上部の葉に 1 花序ずつ版生し，淡白紅紫色の細毛および紅色腺点を有する短軸に 2~3 雌

花を総状につける。雌花は外部に広卵円形，鋭尖頭，白色細毛を有し，紅紫色にいろどられた 1 枚のをを

有し，さらに内部に 5~7 枚の萄鱗が認められ，小形で先端は丸味を有し，色もしだし、に縁黄色となる。
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これらの萄鱗に包まれて 6-7 の浅裂した花被があり，裂片は長三角状，鋭尖頭，有毛である。花柱は普

通 3 本であるが増減あり，柱頭は幅広く扇平でややそりかえり，緑黄色，無毛である。子房には白色微毛

が認められ，子房 3 室，各室に 2 個ずつIlf珠を有する。

6 月中旬ごろになると花も終わって雌花は果実としてしだし、に大きく 4mm 高， 3.5mm 幅くらいと

なり，外部のやや分離した右鱗片はまだ残ったものもあるが，大部分は落ち，黄緑色で上半分に微毛があ

り， 横に環状に癒合した鱗片(総省とよび後に殻斗の一部をなす〉が 3 層くらレ出てきた。 花被はその

上に飛ぴ出して緑色で微毛を有し，裂片の辺は紅色を帯びている。裂片のあいだから花柱が見える。 1 殻

斗中にT堅果あるのが普通であるが， 浅川産のアラカシで 2-3 個の堅果がはいり，花柱も 3 本が多い

が，片方の堅果は 7 本，他方が 2 本とし、う奇型をかなり多く混じえたものがある。

8 月中旬ごろ殻斗は幅 6.5mm ， 高さ 4.5 隅隅くらいと大きくなり，総萄は環状に 6 層くらい現われ，

下段 2 層は褐色をなし，上段 4 層くらいは緑色で淡褐色毛を密生している。花序には 2-3 個の果実が発

育し，堅果はわん形の殻斗から緑色で黒褐色徴毛のある上部を少し出してきた。花被および花柱は黒褐色

となり，かたくなっている。堅果を穀斗から取り出してみると，緑色でほぼ球形， 11冨 4 慨m， 高さ 3m捌

くらいの大きさとなり，環状総省の接着していたあとが環状に 5 層くらいしわになってしら。種子は 1 匪

珠が発育して他の匹珠は発育していない。

10 月中， 下旬ごろになると堅果は熟成し， やがて殻斗から脱落しはじめる。 殻斗は浅い皿形で幅 10

問問，高さ 5mm くらいあり，灰緑色を呈し，灰白色の徴毛が密生し，環状鱗片は 7 層くらい現われてい

る。縁辺の欠刻はあまり顕著でなく，下部層には現われるが上部層では全辺のものが多い。堅果は穀斗か

ら突出し，球状楕円形， 先端とがり幅 llmm， 高さ llmm 内外あり， 淡黄緑色からしだいに褐色とな

り，ほとんど無毛で多数の縦線が見られる。頂部には花被，花柱を残存し，その下部に総萄が接着してい

た跡が 5 列くらい輪状になっている。底部の座は淡褐色，円形で小さしいくぶん突出している。

2) シラカシ

Quercus myrsinaefolia BLUME, in Mus. Bot. Lugd. Bat. 1, 305 (1850)ーCyclobalanopsis

myγsinaefolia (BWME) OERSTEDT 

本州(太平洋側は福島県石城郡，日本海側は新潟県以西)，四国，九州，朝鮮(済州島)，中国に産する

常緑の喬木で，開花後その年の秋に堅果を成熟する当年成熟性の種類である。

4 月下旬-5 月上旬ごろ新葉とともに開花し，新葉は長橋円状披針形，先端鋭尖形，基部鈍形，円また

は鋭形，上半部の縁辺に疎牙歯を有するが，下半部は全縁である。主脈および葉縁にわずか早落性の細毛

が見られるのみで，両面ともにほとんど無毛，表面は緑色，または紫褐色を帯び，下面淡白緑色，葉柄の

もとに 2 枚の早落性の托棄を有するコ新校は緑色無毛である。成葉は薄い革質で表面緑色滑沢，下面灰白

色平滑である。

雄花序は前年度の校の側芽が発達した新枝に，雄花序のみが総状につき，穂状に下垂する場合と，頂芽

の発達した新校で上部葉肢に，雌花序を有し，下部に雄花序をつけているものとがある。各花序は短小な

鱗片棄に 1 花序ずつ絞生し， 長さ é-9cm の細長で有毛な中軸に， 多数の雄花を総状につけ薬美花序を

なす。

雄花は広卵形，鋭尖頭，褐色膜質，やや有毛の 1 枚の萄に 1.......3 花が肢生しているc 花被は 5-6 深裂

し，裂片広卵形をなし，緑色膜質で縁辺は褐色を呈し，微毛が散生するつ雄ずいは 4-6 本;中心部に白色
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Fig. 1 

A-B: アラカシ Quercus glauca 

A: :菅および鱗片を有する雌花. 4 月 28 日。 (8 倍) A female flower with a bract and 

scales, Apr. 28. (x8) 

B: 総萄内の初期の果実， 6 月 12 日。 (5 倍) A young fruit within an involucre, June 

12. (X5) 

C-E: シラカシ Queγcus 制.yrsinaefolia

C: 萄および鱗片を有する雌花， 5 月 4 日。 (10 倍) A female flower with a bract and 

scales, May 4. (x 10) 

D: 総壱内の初期の果実， 6 月 3 日。 (5 倍) A young fruit within an involucre, June 

3. (x 5) 

E: 雄花被，蔚を除去した。 5 月 4 日。 (8 倍) Male perianth with anthers cut 0氏

May 4. (x8) 

F-H , TーU: アカガシ Quercus acuta 

F: 雌花，右および鱗片を除去した。 5 月 16 日。 (10 倍) A female flower with a bract 

and scales taken off, May 16. (x 10) 
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G: 総萄内の初期の 1 年果. 6 月 6 日。( 6 倍) A young 1st year fruit within an 

involucre. June 6. (x 6) 

H: 雄花被，下方より見たもの。 (7 倍) Male perianth seen from below. (x 7) 

T: 若い 2 年果の縦断面. 6 月 3 日。 (5 倍) Longitudinal section of young 2nd year 

fruit. June 3. (x 5) 

U: 同，検断問。 Idem. transverse section. 

I-L: ツタパネガシ Queγcus sessilifolia 

1 :壱および鱗片を有する雌花. 5 月 10 日っ (10倍) A female f!ower with a bract and 

scal田. May 10. (x 10) 

J :替を有する雄花. 5 月 10 日ご (8 倍) A male flower with a bract. May 10. (x8) 

K: :雄ずい. a. 背面. b. 腹面。 (20 倍) Stamens. a. dorsal view; b. ventral view. 

(X20) 

L: 総萄内の若い 2 年果. 4 月 30 日っ (7 倍) A young 2nd year fruit within an invo・

lucre. Apr. 30. (x7) 

M-P: ウラジロガシ Quercus salicina v. stenoPhylla 

M: 雌花序， 5 月 1 目。 (10倍) A female inf!orescence, May 1. (x 10) 

N: 1 省内に 3 雄花を有するもの。 5 月 1 目。 (7 倍) Three male f!owers within a 

bract, May 1. (x 7) 

0: 雄花。 (7 倍) A male f!ower. (x7) 

p: 雄花被，下方より見たもの。 (7 倍) A male perianth seen from below. (x7) 

Q: ハナガガシ Quercus Hondai 総壱内の 1 年果. 10 月 3 日。 (6 倍) A 1st year fruit 

within involucre. Oct. 3. (x 6) 

R-S: イチイガシ Quercus gilva 

R: 雄花被，下方より見たもの。 (6 倍) A male perianth seen from below. (x 6) 

S: 壱および鱗片を有する雌花. 5 月 27 日。 (4 倍) A female 但ower with a bract and 

scales. May 27. (x 4) 

微毛となった退化雌ずし、がある。

雌花序は新校の上部の葉肢に直立して生じ， 淡緑色で微毛が散生する短い軌に， 2"'4 11聞の幅 1 例制，

高さ 2 抑制くらいの小さい雌花を総状につけるコ雌花は広卵円形，鋭尖頭，縁毛のある 1 枚の替を有し，

次にはじめから環状の萄鱗片が下半を包んでしら。花被は 6 裂し，裂片長三角状で緑色無毛であるが，辺

縁には徽毛がある。下半部は癒合している。 3 花柱あり，柱頭は扇平で，ややそりかえり，淡緑黄色，無

毛である。

6 月初旬ごろになると，雌花序の軸は 1.5"'2 cm 長. 0.7mm 幅に伸び，緑色，無毛の長柄となって，

先端に小さい果実がかたまってつく。果実も発育して 4mm 長(鱗片部 2mm， 花被 1 刑m. 花柱 1mm

長). 2.5"'3 刑隅幅となり，外部の壱は卵状三角形，緑色，無毛で，環状の総壱片は 2"'3 層現われ，花

被とともに緑色無毛であるつ

8 月下旬ごろになるとわん形の殻斗(幅 7.5mm. 高さ 8 別問くらい〉から堅果の先端が 1 刑制くら

い現われ，総替は 7 層くらい環状をなす。堅果を取り出して見ると幅 6mm. 高さ 3.5削桝くらいの大き

さとなり，淡緑色球状で，上部は平たく，残存した花被，花柱が突出し，底部は細くくびれている c 上部

には総をが接着していた跡が輪状に残り，わずかに白色徴毛を有する。

10 月中~下旬ごろに堅果は成熟し，殻斗は基部のつぼまったわん状をなし，幅 10 隅m， 高さ 9mm くら
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いである。環状鱗片は 9 層くらい現われ，淡緑褐色で微毛が散生する。上部の新しい層は全辺であるが，

下部層の辺縁は不整欠刻がある。堅果は殻斗から 3/4 くらい飛び出し， 淡黄緑色からしだいに褐色とな

り，広楕円形，円頭で高さ 14問問，幅 10 隅隅内外， J二部中央に花被，花柱が残存し，その付近に褐色徴

毛を散生する。座は淡褐色円形で，やや突出している。

3) イチイガシ

QuerCU8 gilva BLUME, in Mus. Bot. Lugd. Bat. 1, 306 (1850). -Cyclobalanopsis gilva 

(BLUME) OERSTEDT 

常緑の喬木で，本州(千葉県安房郡以西〉の暖帯地方，四国，九州，済州島，台湾，中国に産し，当年

成熟性の種類である。

本種は花実の継続観察ができなかったので，浅川実験林の植栽木で花を調べ(単木のため結実しない)，

果実は 1957 年 10 月 3 日の宮崎県楠見国有林における観察と去川国有林産のさく葉標本 (11 月 26 日採

取〉を主として記載した。

5 月中旬ごろに新葉とともに開花する。新校は稜を有し，葉柄とともに黄禍色星状毛密生し，葉は長楕

円状倒披針形ないし倒披針形，鋭尖頭尾状をなし，基部は模形または鈍脚をなす。縁辺は上半に疎鋸歯が

ある。葉の表面は淡緑色で淡褐色早落性の暴状毛がうすくあり，裏面は淡黄禍色の星状毛を密生し，脈上

に粗毛がある。成葉は表面濃緑色光沢あり，裏面には星状毛密生して淡葉褐色を呈する。托葉は披針形，

鋭尖頭，模脚をなすものから，校端のものになると長針状をなし褐色で背面粗毛を有する。

雄花序は新校の下部の短小な鱗片葉に肢生し，淡緑色で淡褐色星状毛を密生した細長な軸に，多数の雄

花をつけて下垂する。あるいは 2 年枝の業肢より短い校を出し，雄花序のみつけるものもあるつ雄花は無

柄で，外部に 1 枚の長卵形，鋭尖頭，褐色膜質で外面粗毛を有する右があり，花被は淡褐白色膜質で 4""

5 中裂し，円頭または鈍頭で，外面細軟毛がある。雄ずいは 6""8 本，蔚は黄色で有毛である。中心には

白色軟毛がある。

雌花序は新校の上部葉肢につき，淡黄褐色星状毛の密生した短軸に 2"'3 の雌花をつける。雌花は外部

に厚味のある卵円形で淡賀褐色星状毛のある替を有し，さらに 2""3 枚の萄鱗片と環状をなした I 層の総

右がある。花被は 6 中裂し，裂片三角状をなし淡褐色毛を密生する。 3""4 の花柱あり太く短くて淡白褐色

徴毛を有し，柱頭は幅広くそりかえる。 10月初旬ごろはまだ堅果が十分成長しておらず，殻斗から 5 隅隅

程度頭を出し淡白褐色の星状毛を密生する。 11 月ごろ堅果は褐色に成熟し殻斗から 2/3 くらい突出す

る O

穀斗はわん状をなし環状鱗片は 6""7 層あり淡葉褐色の繊毛が密生している。堅果は高さ 2cm くらいで，

楕円形，広楕円形，鈍または円頭で上部には花被，花柱を残存し，その下部付近に幼時総萄の先端が接着

していた跡があり，付近には星状毛を有する。座は淡褐色円形で少し突出する。多数の着果校の観察によ

れば， 1 年枝に果実をつけるので当年成熟性の種類として判定しtc.. o

4) アカガシ

QuerCU8 acuta THUNBERG, in ex MURRAY, Syst. Veg. ed. 14, 858 (1784). -Cyclobalanopsis 

acuta (THUNBERG) OERSTEDT 

常緑喬木で，本州(大平洋側は福島県双葉郡，日本海側は新潟県佐渡，新発回以西)， 四国， 九州の援

帯に生じ，台湾，南朝鮮，中国に産する。春に開花して翌年の 10 月中，下旬ごろに堅果を成熟する翌年
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成熟性の種類である。

5 月中旬ごろに新葉とともに開花し，新葉は有柄，互生し，卵状楕円形，長楕円形をなし，先端は急に

鋭尖形をなす。基部は円形または鋭形，縁辺は全辺をなす。淡褐白色の綿毛が密生し，上面には白細毛が

やや多L、。新校は丸く，星状毛を混じえた淡溺白色の綿毛を密生する。しかし成葉となると無毛平滑とな

り，上面濃緑色，下面黄緑色を呈する。

雄花序は新校の下方に生ずるか，または側芽から発達した新枝で雄花序のみがつレたものもある。各花

序は小さい長三角状で，淡褐色有毛の鱗片業に肢生し，つぼみのときは，はじめ直立しているが，伸びる

にしたがい下垂する。基部の早落性の托葉は広披針形，ないし狭披針形，尖頭で基部狭細となる。上部に

ある葉の托葉はさらに狭くなり線状となる。淡褐色膜質で，背面に細毛がある。雄花序は淡褐白毛を密生

した細長の中軸に密に雄花をつけ下垂する。各雄花は外部に狭披針形，鋭尖頭，淡褐色膜質，背面に細毛

のあるを 1 枚を有し，右中に 1-3 雄花がはいっている。花被は 5-6 裂し，基部は癒合している。裂片は

広線形，鋭尖頭，淡褐または淡緑色膜質で軟毛がある。雄ずいは 5-9 本，在内に 3 雄花ある場合には，

側花の雄ずいは中心の雄花より少ないことが多い。

雌花序は新技の上部葉肢に生じ，淡褐色の綿毛が密生し， 1cm 長くらいの短輸に 2-4 個 1. 5mm 長

くらいの雌花を総状につける。雌花は外部に三角形， 鋭尖頭， 有毛で暗紅色を呈する 1 枚の萄を有する

が，ときに同様のものが反対側にもあることがある。壱鱗片は卵形，尖頭，有毛，白緑色で内部にゆくに

したがい小形となり， 4-5 片認められるが，環状の鱗片はまだ認められない。花被は上半部が 6 裂し，

裂片は長三角形，有毛，緑色地に暗紫紅色を呈する。 3 花柱があり，有毛で太く，柱頭は幅広く，そりか

えるo

昨年から越冬してきた果実(これより 2 年果と称しこれに対し当年のものを 1 年果と称することにす

る)はまだ昨年秋の状態と変わりなく小さし 4.5mm 高 ， 4mm 幅くらいである。堅果は殻斗からわず

かに頭を出し，殻斗とともに黒褐色徴毛に覆われ，花柱も残存しているが，脱落したものもある。

6 月初旬ごろになると 1 年果は 4mm 長くらいとなり，総省には分離した鱗片の内側に環状の鱗片が

1 層見え出し，内部を調べて見ると環状の層が 6層くらいできているのがわかる。新枝にはまだ褐毛があ

る。 8 月中旬ごろになっても 1 年果は目だって大きくならないが，殻斗の環状の右鱗は 2 層ぐらい外部に

現われてくる。 2 年果はいくぶん大きくなり 15mm 高， 10mm 傾くらいで， 堅果は 10mm 高， 10 

m刑 l悶くらいに成長してきた。殻斗の環状の右鱗も 6 層くらい現われ，堅果も殻斗から 1/2 くらい外に

出てきた。

9 月中旬ごろになると， 2 年果は大きくなり，基部のつぼまらないわん状で，淡褐色徴毛のある殻斗か

らだいぶ飛び出してくる。塁果はほぼ球状をなし，縦線あり緑色，先端尖がり，頭部中央付近には淡褐徴

毛あり，花被，花柱は突起状にまだ残っている。 1 年果は小さく 4mm 高， 3.5m伽幅くらいで 1-2 層

の環状の右鱗に包まれ，灰褐色微毛を密生している。

10 月中，下旬ごろに 2 年果は成熟し，殻斗は基部のせばまらないわん状をなし，環状の右鱗は 6-7 層

くらいあり，短褐色毛を密生している。堅果は殻斗から 3/4 くらい突出し，広楕円形で 1.6-1. 8 c隅高，

1. 3cm 幅くらいで，多数の縦線があり，緑色からしだいに褐色に変わり，上部中失付近には淡褐色徴毛

があり，花被，花柱が突出している。

@:はわずかに外に出ていて，円形で小さい。 1 年果は 9 月ごろの大きさと変わりなく小さいが，他種類
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と比べると大きい方である。殻斗ーは分離した 2 枚の鱗片と 1-2 層の環状鱗片があり，花被，花柱ととも

に淡褐色の微毛がある。この 1 年果はこのまま越冬して，翌年の秋成熟する。

5) オオアカガシ

Quercus acuta THUNBERG var. megaphylla (HAYASHI) 

Cyclobalanopsis acuta (THUNB ,) OERST. var. 畑egaPhylla HAYASHI , in Joum. 

Jap. Bot. XXIX. 149 (1954) , Bul. Gov. For. Exp. Stat. 77, 26, Photo. 32 (1955). 

アカガシより葉が非常に大きく 17-23cm 長， 6-11 c隅幅ある変穫で東京都目黒区大鳥神社境内お

よび静岡県気賀町に産するが，本変種も基本種同様に開花の翌年秋に堅果を成熟する。

6) ツタパネガシ

Quercus sessilifolia BLUME, in Mus. Bot. Lugd. Bat. 1: 305 (1850); Hara, in Journ. Jap. 

Bot. 33. p. 146 (1958).-Cyclobalano�sis sessilifolia (BLUME) SCHOTTKY,-Q. �aucidentata 

FRANCHET 

常緑の喬木で，本州(太平洋側は福島県石城郡，日本海側は石川県能美郡以西)， 四国， 九州に産する

わが国の特産種である。春に開花して翌年の秋に堅巣を成熟する翌年成熟性の種類である。

5 月初，中旬ごろ新葉とともに開花する。新葉は緑色または汚茶色を帯び，新棄の展開に際してはじめ

葉辺を内側に巻き込んで細長い形をなし，他の種類が 2 つ折りになっているのと形態を異にする。この性

質はツクパネガシとアカガシとの雑種にもみられる。

展開して長楕円状彼針形，鋭尖頭，基部漸尖し，辺縁は全辺であるが上部にわずか鋸歯があり，葉表面

に軟毛散生し，下面には綿状の白軟毛が密生し，脈上に白細毛を有する。新校にも同様の軟毛を有する。こ

れら軟毛は非常に落ちやすく，さわると屑のようになって落ちる。旧葉は革質で表面濃緑色光沢があり，

下面はやや淡色で，ともに無毛である。葉柄はアカガシより短く ， 2cm 以下である。

雄花序はアカガシ同様に新枝につき，各花序は短小な鱗片葉に!液生し，托薬は披針形，鋭頭，基部は線形

をなし，褐色膜質で淡褐色毛を密生する。花序軸は細長で白軟毛密生し，多数の雄花をつけ下垂する。雄花

は線形，鋭尖頭，褐色!瑛質，背面に白褐色長毛を有する 1 枚の右がある。萄中に 1 雄花がはいっていること

が多いが， 2-3 雄花のはいっていることもある。花被は緑白色膜質， 5-7 裂し基部は癒合している。裂

片は長三角状をなし，鋭尖頭，淡白褐色軟毛がある。雄ずいは 6 本が基本のようであるが多少増減があり

ときには 14-30 本内外まで増加することがある。

雌花序は新枝の上部葉般に生じ，淡褐毛を密生した短い軸に雌花を 2-4 個総状につける。雌花は外部

に長三角形，鋭尖頭，淡褐細毛を有し紫紅色を呈する右が 1 枚あり，つづいて 2-3 枚の萄鱗片があり内

部には 1-2 層の環状で淡褐細毛を密生した萄鱗ができている。花被は 6 深裂し裂片は長卵状三角形，鋭尖

頭をなし緑色で淡褐細毛を密生する。 3 花柱あり緑色，下半部に白細毛を有し柱頭の幅広くそりかえる。

越冬してきた 2年果はまだ小さく約 4m例高， 3mm 幅で，淡褐細毛を有し緑褐色である。 5-6 片の

分離した萄鱗と 2 層の環状壱鱗および残存した花被，花柱がある。しかし殻斗の内部を見るとさらに 3-

4 列の緑色膜質の環状萄鱗がある。

8 月下旬ごろには雌花は小さい越冬果の状態に発育し 3-4 隅隅高， 2-3 例附個となり， 2 年果も大

きくなり，堅果はやや球状となり殻斗から突出してきた。

10月中~下旬ごろ 2年果は成熟し，殻斗はわん状をなし 6-7 層の環状右鱗片があり，淡褐色微毛密生
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し，辺縁は多少浅い欠刻がある。堅果は穀斗から 2/3 くらい飛び出し， 1. 5-1. 8cm 高， 1-1.2 cm 幅

くらいで，精円形または広楕円形をなし，縦線を有し褐緑色からしだいに褐色となる。上部中央付近に淡

褐色の微毛があり，かっ輪状に総壱片の付着していた跡があるつ花被，花柱は黒褐色となって残存してい

るり座は小さく円形をなし淡褐色である。

1 年果は 1-2 層の環状鱗片があり淡褐色微毛密生し，花被，花柱はまだしっかりしている。大きさは

8 月下旬ごろと変わりなく小さく，このまま越冬して翌秋成熟する。

7) オオツクパネガシ

x Quercus takaayamensis MAKINO (Q. acuta x Q. sessilifolia) , in Journ. Jap. Bot. IT , 

No. 4, 13 (1920).-Cyclobalanopsis takaoyamensis (MAKINO) KUDO et MASAMUNE 

牧野|零土により東京都高尾山産について発表されたアカガシとツクパネ万シの雑種といわれるもので，

現在も Type tree である 1 本の大木があるが，花および果実はツクバネガシと同様であり，上校の葉は 6

-10c刑長 ， 3 c刑幅くらいであるが下校の葉は非常に大きく 17 cm 長， 5cm 幅を有するものもある。葉形

はアカガシよりツタパネガシに近く，国立科学博物館に原採集者の 1 人である久内清孝氏が大正 7 年 6 月

30 日に採集され，牧野博土が検定された Co-type の標本があるが，下校の葉の大きい標本で果実はついて

いなし、。花および隠果を検した結果，本種もツクパネガシ同様 5 月初旬に開花して翌年の秋に堅果を成熟

する翌年成熟性の種類である。高尾山その他アカガシとツクパネガシの共存するところでは天然に雑種が

できて，アカガシに近いもの，ツタバネガシに近いものその他種々中間の形態をあらわしたものがあるが，

ともに堅果は翌年成熟性である。

8) ハナガガシ

Quercus Hondai MAI{INO, in Tokyo Bot. Mag. XVI, 144 (1902).-Cyclobalanopsis Hondai 

(MAKINO) SCHOTTKY 

常緑喬木で九州中南部の熊本県天草郡，鹿児島県薩摩郡，宮崎県東諸県郡，北諸県郡等のみに産しわ

が国の特産である。試験場の植栽木はいまだ開花結実を見ないので，継続して観察することができなかっ

たが，本種は記載例が少ないので， 1957 年 10 月 3 日宮崎県楠見国有林にて小林が伐倒木から採取した竪

果をつけた標本と観察にもとづいて記載した。樹皮は暗灰色を呈し，厚く粗ぞうである。 1 年枝は汚緑色

または濃紫褐色を呈し，旧校は灰黒色をなし平滑で細かい皮日を散在するム冬芽は狭長円錐形の細長で先

端とがり，淡褐色有毛の広卵形~長精円形の鱗片が覆瓦状をなし特徴のある冬芽である。葉は革質で抜針

形，鋭尖頭，基部漸尖し，葉柄に少し治下するつ縁辺は上半に疎鋸歯あり，上面緑色で光沢あり，下面青

白色であるが白味はなく，両面ともに無毛平滑である。長さは葉柄を含み 6-14 cm, 幅 2-3 cm， 葉柄

は 1-1. 5 cm 長である 3 葉脈は羽状で 9-13 対の側脈がある。

1 年果は 1 年枝の上部葉肢に 0.8-1cm 長の平滑な果序軸をつけ， 軸に 2-4 果を総状につけ， 全体

濃紫褐色を呈し，各果は小形で 3mm 高(花柱ともに)， 2.5 隅隅幅くらいの大きさで，外部には淡褐色

の 1 枚の萄を残存するものあり，環状の総壱鱗片は 1 層見え，無毛で上縁少し欠刻を有し，内部にも同様

の鱗片 1 枚ができていて徴毛があるご花被は 6 浅裂し縁毛あれ下部は癒合している。花柱 3-4 本ある。

2 年果は 2 年枝にあり果序軸に 1-2 個ついていて 10 月中， 下旬ごろ成熟する。 殻斗はわん形をなし

8刑制高， llmm 幅で，環状に癒合した総萄片を 7-8 層形成していて，紙毛密生し，辺縁わずかに欠刻

がある。堅果は倒卵状楕円形，先端鈍形，中央に花被，花柱を残存し，付近の頂部に圧伏せる徴毛を需生
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しているが，他の部分は平滑で淡褐色を呈ししだいに褐色を増す。基部は被形をなし，座は円形，淡褐色

である。宮崎で採取した堅果は少し未熟のため 10-12 m榔高， 8-lO mm 幅で完熟した竪果を調査でき

なかったが，牧野博士の原記載には 15 刑問高， 10 刑制幅とあり，工藤・正宗共著，日本有用樹木分類学

には 20-22mm 高， 12-15mm 幅とされているつ

以上の観察から推定するならば，本種もアカガシ，ウラジロガシ等のように春に開花し，その年は小形

の 1 年果のまま越冬し，翌春より肥大をはじめ，秋に堅果を成熟する翌年成熟性の種類と思われる。

9) ウラジロガシ

Quercus salicina BLUME var. stenophylla (BL.) HATUSHIMA, in Journ. Jap. Bot. 26 p. 

372 (1951).-Q. glauca var. stenoPhylla BLUME,-Q. stenophylla (BL.) MAKINo ,-Cyclobalanop­

sis salicina (BL.) OERSTEDT var. stenoPhylla (BL.) HONDA 

常緑の喬木で本州、I (太平洋側は宮崎県伊具郡斗蔵山，日本海側は新潟県北部以西)， 四国，九州および

朝鮮(済州島〉に産し，春に開花して翌年の 10 月中，下旬に堅果を成熟する翌年成熟性の種類である。

5 月初旬ごろ新葉の展開とともに花を開き，新校はやや有稜で葉を互生し，葉柄とともに淡緑色で早落

性の細毛を生ずる。新薬は披針状長僑円形，先端は鋭尖形，長く尾状をなし，基部鋭または鈍形，辺縁は

上古151/3 以上に鋭鋸歯があり，葉表面緑色で茶色に汚染し，細毛散生して光沢あり，下面は白色細毛を密

生する。旧棄は表面濃緑色，平滑で下面はろう質を分泌して白色を皐し平滑にみえるが細毛を有する。托

葉は早落性で線形をなし，淡褐色有毛である。

雄花序は新校の下方に生ずるか，または側芽から発達した校には雄花序のみから成ることがある。雄:rr.

序は鱗片葉に版生し，細毛密生し，淡緑黄色細長の軸に雄花を多数つけて下垂する。各雄花は広卵状三角

形，鋭頭，淡福色膜質で細毛のある 1 枚の替を有し， 1""3 雄花がはし、っているC 花被は基部癒合し， J: 

部は 5""6 裂し広卵形，淡褐色膜質で細毛が密生している。雄ずいは 4-6 本である。

雌花序は新技の上部葉肢に生じ， 短小な輯1 (5 刑制長内外〉に 2-4 雌花(1. 5 刑制高(花柱も含み) , 

l 制御 Illj内外〉を総状につける。雌花は外部に広卵円形の小さい右があり，内側にさらに 3 枚くらいの右

鱗片がある。花被は上半 5-6 裂し，裂片長三角形状をなし，右および花被裂片は紫赤色を呈し，淡褐色

細毛におおわれている。 3 花柱あり柱頭は幅広くそりかえり，淡黄色無毛であるが，ときに毛を散生する

こともある。

昨年から越冬してきた 2 年呆はまだ小さく 1.8m削高. 1. 8 隅隅幅(花柱を含まず)外面緑褐色で淡灰

褐色の微毛を有する 3-4 の萄鱗片に包まれ，花被，花柱も残存している。

8 月中旬ごろになると 2 年果が殻斗から堅果の頭をのぞかせ，穀斗・の萄鱗も基部の 2 列は小さく黒褐色

となってしまったが，上層は 5 層くらい環状鱗片が出て，緑色で微毛が密生し，辺縁は褐色をなし波状歯

牙を有する。穀斗から堅果を取り出してみると約 5mm 高， 4.5 刑制幅くらいに大きくなっている。上部

中央付近には淡褐色微毛を有する。竪果を切断して見ると種子は 1 個のみ発育している。

1 年果は小さく1.5 問問高， 1.5 m間幅〔花柱を含まず〕で，外国 1 枚のをとやや環状になった 1 層の

壱鱗片があり，花被，花序軸とともに淡褐色の細毛を有する。

10月中，下旬に 2 年果は成熟し，殻斗はわん状で、基部せばまり，環状鱗片は 7 層くらいあり淡灰緑色を

呈し淡灰褐色微毛を密生し，辺縁は鈍歯牙状に欠刻がある。堅果は広卵状楕円形 17mm 高， 11 抑制幅内外

で，表面には縦線があり上部中央付近には少量の徴毛を有し，黄緑色からしだいに褐色となる。先端には
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花被，花柱を残存し，座はやや突出し淡褐色円形である。

1 年果は 8 月ごろにくらべてわずかに大きくなったのみで小さく，殻斗は遊離の鱗片と 1 層くらいの環

状鱗片があり褐緑色をなし，花被とともに灰褐色の細毛を有する。花序制lは淡褐色，ほとんど無毛である

が多少粗毛を残存することがある。 1年果はこのまま越冬して翌秋に成熟する会

10) コナラ

Quercus serrata THUNBERG, in ex MUR豆AY， Syst. Veg. ed. 14, 858 (1784). 

-Q. glandulifera BLUME 

落葉喬木で北海道，本州，四国，九州の山地に生育し朝鮮にも産し，春に開花して当年の秋 10 月中旬

ごろに堅果を成熟する当年成熟性の種類である。

4 月下旬ごろ新葉とともに開花し，新校の下方の鱗葉に雄花序が般生し，上方の葉肢に雌花序がつく。

新校および新葉は軟毛多く，特に葉裏は伏臥した軟長毛密生し，秋まで残る。葉は倒卵形~倒卵状長橋円

形，鋭尖頭，円または鋭脚をなし辺縁は鋭鋸歯がある。早落性の托葉は狭長披針形褐色有毛である。

雄花序は短線形有毛の小さい鱗葉に肢生し， 7-8cm の細長で白軟毛のある車両に多数の雄花をつけ薬実

花序をなし下垂する。雄花は基部に線形，鋭尖頭，褐色有毛の省 1 枚を有し，花被は厚膜状で 4-6 裂し，

裂片は卵円形，淡褐色有毛で下部は癒合している。雄ずい 6本，ときに 4-8 本に増減することがある。

雌花序は上部の葉に版生し，長さ 5m聞くらいの白軟毛の密生する報iに 2 隅隅高， 1. 5m隅幅の雌花

を総状に 2-4 伺つける。雌花は外部に広卵形有毛の丸味ある壱を 1 枚有し，内側にはさらに 5-7 枚く

らし、小形の分離した総萄を有する。花被は 5-6 裂し裂片は三角状，鋭尖頭，有毛で暗紅色を呈する。花

柱は 3 本，太く短く先端やや広がり，淡黄色である。

花がすむと雌花はしだいに種子が生育して 6 月中旬ごろに 3.5mm 高， 4mm 幅くらいとなり，殻斗の

総省鱗片の数を増し， 覆瓦状に 4 段くらいあらわれ， 淡緑色で徴毛がある。その上部に緑色となった花

被，花柱がある。鱗片および花被の辺縁は淡褐色にいろどられている。

8 月中旬ごろ栄は 5.5 例例高， 5mm 幅くらいとなり，堅果はまだ大部分殻斗におおわれているが，竪

果の頂端をのぞかせたものもあり，殻斗の鱗片も 7 段くらいとなり，なかの堅果を取り出してみると平た

い扇球形で緑色，上半部に白色微毛がある。座はもうはっきりしていて殻斗からよく離れる。種子は 1 個

が発育して他は発育しない。その後堅果は発育をつづけ 10 月上.中旬ごろになると成熟して殻斗から落

ちはじめる。殻斗は小形の皿状をなし，堅果は長楕円形 15mm 高内外で縦線があり，褐色をなし，頂部

付近には微毛があり花被，花柱を残存しているつ

11) テリハコナラ

Quercus serrata THUNBERG var. donarium (NAKAI) KITAMURA et HORIKAWA, in 

Mem. Coll. Sci. Univ. Kyoto ser. B. 2日， 23 (1951).-Q. do仰γ印m NAKAI 

コナラより葉の幅狭心表面の光沢強く，葉縁の鋸歯の鋭い変種で，本州，九州，朝鮮に分布するが，

浅川および高尾山付近の観察ではコナラと同様に当年の秋に堅果を成熟する当年成熟性の種類である。

12) ミズナラ

Quercus mongolica FISCHER var. grosseserrata REHDER et 鴨川LSON， in SARGENT, Pl. 

Wils. nr, 231 (1916).-Q. cris抑la BLUME 

落葉喬木で北海道，本州，四国，九州(南限は鹿児島県高隈山)の山地に生じ， 南樺太， 南千島， 朝
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第 2 図 コナラ亜属の花および初期の果実

Fig. 2 Flowers and young fruits of subgen. Lepidobalanus 

A-C: コナラ Quercus serrata 

A: 雌花序， 4 月 25 目。 (8 倍) A female in但orescence， Apr. 25. (x 8) 

B: 雄花被，約を除去した。 (10 倍) A male perianth with anthers cut off. (x 10) 

C: 総壱に包まれた初期の果実， 6 月 13 日。 (6 倍) A young fruit within an involucre, 

June 13. (x6) 

D-G: ミズナラ Quercus 間ongolica v. grosseserrata 

D: ;萄および鱗片を有する雌花. 4 月 30 日。 (7 倍) A female fiower with a bract and 

scales, Apr. 30. (x7) 

E: 総萄に包まれた初期の果実， 6 月 4 目。 (5 倍) A young fruit within an involucre, 

June 4. (x5) 

F: 1 萄をつけた雄花， 4 月 30 日。 (8 倍) A male fiower with a bract, Apr. 30 ・ (x8)

G: 雄花被， 華薪布を除去した。 (8 倍) A male pe位r匂ntぬhw副it白h an凶1式the児ers cut 0妊. (x8心>

H-J: カシワ Quel'cus dentata 
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H: 葱および鱗片を有する雌花， 5 月 12 日っ (5 倍) A female 但ower with a bract and 

scales, May 12. (x 5) 

1 :雌花被コ (6 倍) A female perianth. (x 6) 

J :雄花被，病を除去したコ (10 倍) A male perianth anthers cut 0妊. (x 10) 

K-N: ウパメガシ Quercus �hillyraeoides 

K: 雌花序， 4 月 25 日ご (9 倍) A female inflorescence, Apr. 25. (x9) 

L: ;萄および鱗片を有する 1 年果， 6 月 6 目。 (6 倍) A 1st year fruit with a bract and 

scales, June 6. (x6) 

M: 若し、 2 年果の果実序 4 月 18 日 c (7 倍) An infructescence of young 2nd year 

fruits, Apr. 18. (x7) 
N: 1 壱を有する雄花， 4 月 25 日 τ(8 倍) A male flower with a bract, Apr. 25. (x8) 

O-Q: アベマキ Quercus variabilis 

0: 右および鱗片を有する雌花， 4 月 18 日ぞ (10 倍) A female flower with a bract, 

and scales Apr. 18. (x 10) 

P: 総をに包まれた 1 年果， 6 月 6 目。 (4 倍) A 1st year fruit within an involucre, 

June 6. (x4) 

Q: ;萄および雄花被，下方からみたもの二 (7 倍) A male perianth and a bract seen 

from below. (x 7) 

R-U: クヌギ Quercus acutissi問。

R: 総萄に包まれた 2 年果， 6 月 6 目。 (3 倍) A 2nd year fruit within an involucre, 

June 6. (x3) 

S: 同，縦断面 Idem， longitudinal section. 

T: 1 右を有する雄花， 4 月 22 日 c (6 倍) A male fiower with a bract, Apr. 22. (x6) 

U: ;萄および鱗片を有する雌花， 4 月 22 日。 (5 倍) A female fiower with a bract and 

scales, Apr. 22. (x 5) 
V-W: ナラガシワ Quercus aliena 

V: 雄花。 (8 倍) A male fiower. (x8) 

W: 総壱に包まれた若い果実， 6 月 6 目。 (4 倍) A young fruit within an involucre, 

June 6. (x4) 

鮮，満州にも分布する。 5 月ごろ開花して当年 10 月中旬ごろに堅果を成熟する当年成熟性の種類である。

高尾山では 4 月下旬"'-'5 月上旬ごろ新葉とともに開花し，新校の下方に雄花序をつけ上方に雌花序をつ

けるが，側芽より出たものでは雄花序のみで枝をなしているものもある 3 新校は緑色で白細毛散生し，新

薬は上下面脈上に白細毛を密生するコ葉表面は汚茶色を呈し汚紅色の腺点および微毛を散生し，裏面は微

小な屑毛を散生する。早落性の托棄は細線形で上部はやや幅があり褐色膜質有毛である。成葉となると葉

面長倒卵形，倒卵状長楕円形，鋭尖頭，模脚で基部は多少耳状をなす。辺縁は疎大な鋭鋸歯あり，上面は

緑色となり上下面平滑かまたは脈上に細毛を残留する。

雄花序は新枝の下方の緑色小形の長三角状，鋭尖頭，細毛ある鱗棄に肢生し，托葉は長披針形，尖頭，

褐色膜質で有毛であるO 花序軸は 5"'-'6cm 長，白色細毛を散生し， 雄花を多数つけて下垂する。雄花は

ごく短い柄を有するものもあるが一般にはほとんど無柄で外部に狭披針状線形，有毛の右 1 枚がある。花

被は 6 裂が基本と忠、われるが 5----8 裂し，下部は癒合しているコ裂片は狭長三角形，鋭尖頭，褐色膜質で

細毛がある。雄ずいは 12 本が基本と思われるが 9"'-'13 本等増減がある c 蔚は緑黄色で微毛があるもの
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もあるが，一般には無毛である。

雌花序は新枝の上部の棄に肢生する。白色紙毛を密生した短い花序軸に 3m削高， 3mm 幅くらいの雌

花を 3"'4 個総状につけ，各雌花は外側lに長三角形~三角形，鋭尖頭，細紙毛密生し，緑色で先端淡褐色

をおびた 1 枚の壱あり，そして反対側にも同様の鱗片があり，さらに卵円形，卵円形先端載形，長卵形尖

頭等の形をした外面白毛あり，先端付近は紅色毛を有する緑色の分離した総右鱗片があり，内部には小短

形の鱗片が多数ある。花被は 5-6 裂し裂片三角形をなし，紫紅色の毛あり，下半部は癒合していて白

細毛があるc

花柱は 3"'6 本，太く l幅広く短い。先端は反巻しない，基部には白細毛が少しある。

花期がすむと雌花は成長をはじめ，業が十分伸びた 6 月初旬ごろにはやや大きくなり 6m刑高， 4mm 

幅となり，鱗片も 3"'4 段あらわれ，各片は卵状，鋭尖頭，先端は淡褐色または紅色を呈している。そし

て花被および花柱が鱗片より上にある。

8 月下旬ごろになると穀斗は 13 問問高， 17mm 幅くらい，堅果は 16 問問高， 13 問削幅内外と大きく

なり，殻斗の鱗片も 9-10 段に多数覆瓦状に着生してレて，全部の鱗片が露出を終ったものと思われる c

鱗片は淡緑色長三角形をなし白褐色微毛あり，辺縁は淡褐色を呈している。殻斗は底が幅広く上はやや

狭くなっていて，緑色の堅果をなかば突き出している。不熟のものはまだ殻斗に包まれたままの丸形をし

ているがー般には堅果は長橋円形で上部の肩は平らになっていて，先端は細くとがって花被，花柱につな

がっている。

10 月上，中旬ごろ堅果は成熟して卵状長楕円形 18 抑制高， 14 伽隅幅内外となり，わん状の殻斗から

超出し，濃褐色に色づきやがて殻斗から落下する。

13) モンゴリナラ

QuerCU8 mongolica FISCHER, ex TURCZ. in Bul1. Soc. Nat. Mos. p. 101 (1838). 

北海道，本州(丹波以北，中部地方，奥羽地方〉の山地に生じ，樺太，千島，朝鮮，満洲，蒙古，中国

北部，東シベリアにも産し，堅果は当年成熟性である。

14) カシワ

QuerCU8 dentata THUNBERG, in Nov. Act. Reg. Soc. Sci. Upsal. IV・ 33 ， 38 (1783). 

-Q. obovata BUNGE 

落葉喬木で北海道，本州，四国，九州|の山地に生じ，南千島，朝鮮，台湾，満州，中国にも産するτ5

月上旬ごろ新葉とともに開花してその年の秋 10 月ごろ堅果を成熟する当年成熟性である。

5 月上旬ごろ星告毛を密生した新校，新葉が伸び出して，新校の上部葉般に雌花序をつけ，下部鱗葉ま

たは葉肢に雄花序をつける 3 あるいは雄花序のみからなる校もある。雄花序の肢生する鱗葉は淡白褐色毛

を密生した小三角形をなし，托棄は長広線形，褐色膜質有毛で早落する。星世毛を密生した花序軸に雄花

を多数つけ， 8cm 長内外の薬実花序をなして下垂する。雄花の基部には 1 枚の三角状線形，有毛の右が

あり，花序の末端では細くなり見分けにくくなる。花被は 6-8 裂しているが基本は 6 裂で，脈のある 6

片のうちからさらに再分裂して多くなっているものと思われる。裂片長三角形， 膜質， 淡褐色毛に覆わ

れ，下半部は互レに癒合している。 雄ずいは 12"'14 本 (12 本が基本)， 紡の外国に微毛が散生してい

る。花の中心部に退化子房と思われる白色徴毛がある。

雌花序は 10 隅隅長くらいの軟毛密生した太く短い軸に 3.5 抑制高， 3 抑制幅くらいの雌花を 5"'6 個
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総状につける。雌花の基部には長卵形，鋭尖頭，先端さ状の 1 枚の萄があり，さらに長卵形~卵状披針形

をなした多数の小形の総省鱗片にかこまれている。花被は 6'""7 裂し，裂片長三角形，鋭尖頭で基部は癒合

している。花被，鱗片，宿はともに軟毛密生し，辺縁には紫紅色毛を生ずることあり。花柱 3'""5 本で太く，

淡緑黄色をなし，花被片より外に横聞きに出ていて，下半部に白色または紫紅色の細毛がある。

6 月初旬ころ葉は十分に伸びて倒卵形，鈍頭，下方狭くなり，基部は耳状をなす，辺縁は波状鈍鋸歯あ

り，葉表には星芭毛を散生し，裏面には密生するコ雌花はまだあまり大きくなく葉が開いたため葉のもと

に埋まったようになって見える。

9 月初旬ころになると果はだいぶ大きくなり良く成長したものでは反巻した殻斗の鱗片ーの中央が開きは

じめ，なかの堅果が見える。堅果は 14mm 高， 12mm 幅くらいとなり広卵形である。

未熟の堅果は平型タマネギ状をなし小さい。堅果の断面を見ると 1 卵子が発達して堅呆は 1 種子の子葉

によって埋まり，そのすみに不熟の卵子が付着しているのがみられる。 10 月中旬ごろ堅果は成熟してや

がて穀斗から落下する。殻斗はわん状をなし多数の鱗片が数段現われ，鱗片は褐色広線形，鋭尖頭，微毛

あり先端反曲する。堅果は穀斗からなかば頭を出し，楕円状球形 15'""20 mm 高， 13 問問幅くらいで褐色，

無毛であるつ 底部の座はわずかに突出し淡褐色をなす。頂端の細く突出した先に花被， 花柱が残存して

いる c なお秋末に葉は枯れるが，冬期も枝上に残る特性がある。

15) ナラガシワ

QuerCU8 aliena BLUME, in Mus. Bot. Lugd. Bat. 1. 298 (1850). 

本州(山形県以南)，四国，九州に生じ，朝鮮，満州，中国，タイ，印度支那，ピルマ， アツサム， シ

ツキム等にも産する落葉喬木で，春新葉とともに開花し秋 10 月ごろ堅果を成熟する当年成熟性の種類で

ある。

4 月下旬ごろ新枝の下部の小鱗葉に雄花序を肢生し，上部の葉肢に雌花序をつける。しかし雄花序のみ

で棄をもたない枝もある。 雄花序は 6'""8cm 長で微毛が散生した淡緑色の軸に雄花を多数つけて下垂す

る。雄花は基部に卵状，鋭尖頭，淡褐色の 1 枚の壱を有し，花被は 6 深裂し基部は癒合してし、る。裂片は

淡褐色，狭線形，鋭尖頭，有毛である。雄ずし、は 8'""9 本ある。

雌花序は新校の上部葉)液にあり，有毛の短い軸に 3'""4 個の 2 問問高， 2.2m例幅くらいの雌花を総状

につける。雌花は広卵形，白細毛密生し，辺縁淡褐色または紅色の総在鱗片 10 枚内外に包まれ，花被は

5'""6 浅裂して下部は癒合し，裂片円頭をなし有毛である。花柱 3'""5 本で淡緑黄色で太く短く，先端は載

形をなし基部に白色細毛を有する。

新校は緑色でほとんど無毛であるが下部には白細毛を散生する。新葉は有柄で葉面広倒卵形，長楕円状

倒卵形，辺縁疎大な鋸歯を有し，表面緑色で脈上に星状毛および白細毛散生し，裏面は白色星状毛密生し

脈上には白細毛があり白色を呈する。しかし成葉となると裏面の星状毛は残るが他はほとんど脱落して平

滑となる。

6 月初旬ごろとなると雌花は生育して 4 刑問長， 5 隅隅幅くらいの果となり，総葱鱗片も 3'""4 段に多

数覆瓦状にならび，各片卵状鈍頭をなし，微毛あり淡褐緑色を呈する。

7 月中旬ごろはまだ果はいくぶん大きくなった程度である。堅果の断面を見ると子房 3 室，各 2 卵子が

はいっているのがよくわかる。

9 月中旬になると果は大きく成長して皿形の殻斗から堅呆の頭部を出している。 殻斗の鱗片は長三角
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形，淡緑褐色で微毛あり多数覆瓦状に並んでいる。堅果は 10mm 高. 12mm 幅くらいとなり，上下部の

平らな球形をなし，緑色であるが白色微毛が密生してし、るため白く見えるO

10 月中旬ごろ堅果は成熟し，殻斗からなかば突出している。殻斗は 8"'9mm 高. 16 抑制幅くらいでわ

ん形をなし，鱗片は 7"'8 段に多数覆瓦状に並び，各片は長三角形，淡緑褐色を皇し微毛あり，先端は外

反しない。堅果は約 15 問問高. 15 刑制幅内外あり，楕円状球形で上端やや平らで，中央に花被，花柱を

残存するつ果面は淡緑褐色からしだいに褐色を増し，白色微毛密生する。座は円形で少し突出し淡褐色で

ある。

16) ウパメガシ

Quercus phillyraeoid，四 A. GRAY, in Mem. Am. Acad. n. s. V1. 406 (1859).-Q. Ilex 

L. var. phillyγaeoides (A. GRAY) FRANCH. 

本州(千葉県安房郡以南).四国，九州|の治海地方に生じ，琉球，中国にも産する常緑硬棄の亜喬木で，

春に開花して翌年の秋 10 月ごろ堅果を成熟する翌年成熟性の種類である。

4 月下旬ごろ新葉とともに開花し，雄花序は新枝の下方にあり広線形短小な鱗葉に肢生し，早落性の托

葉は広披針形，淡褐色膜質で軟毛がある。側芽より伸びた校では 2"'7 個の雄花序のみつけた枝もある。

新技の上部葉肢には雌花序を肢生する。新校は淡褐色星状毛が密生し，新葉の表裏には白色星状毛と早落

性の黄金色の伏臥せる縮毛がある。

雄花序は白色星状毛が密生した花序軸に雄花を多数つけ下垂する。雄花は基部に広線形，鋭尖頭，淡褐

色~暗紅色を呈し有毛の 1 枚の壱があり，花被は 4"'6 浅裂するも 4 裂のものが多い，裂片円頭をなし，

2/3 以下は互いに癒合し，淡褐色軟毛がある。雄ずい 4"-'6 本(通常 4 本が多しう，花の中心部に退化子房

と思われる白色短毛のかたまりがある。

雌花序は星状毛のある 2.5 例制長くらいの軸に 1 刑問高. 0.7 問問幅内外の雌花を 2"'3 個つける。

各雄花は基部に広披針形，鋭尖頭，有毛，先端暗紅色を呈する 1 枚の右を有し，さらに少数の総省鱗片が

ある。花被は 5"-'6 浅裂し，下部癒合し，淡褐毛密生している。 3 花柱あり淡緑黄色で先端裁形である。

昨年から越冬してきた 2 年果は旧枝の頂端に近い葉肢にあり，黒褐色の果序軸に普通 2 果ついている。

果はまだ小さく 2.5 問問高， 2mm 幅くらいである。 黒茶色の 4 段くらい覆瓦状をなした総省鱗片に包

まれ中央に花被，花柱が残存している。

6 月初旬ごろになると葉も十分伸び，葉面倒卵状長楕円形，広楕円形，先端鋭または鈍形あるいは円形

で基部円形をなし，辺縁は内曲し，上半に疎牙歯がある。葉質厚く裏面には白色星状毛を残存する。

雌花はやや発育して 2.8 隅隅高j 1.7 m例幅くらいの 1 年果となり，長三角形の萄を残存し，覆瓦状に

淡緑褐色で辺縁紅色の総萄j鱗片を 2 段くらいあらわし，中央に花被，花柱を超出している。

2 年果も 3.7m隅高， 2.8 抑制幅くらいとなり，覆瓦状の鱗片は緑色で，辺縁は紅色を呈している。果

の断面を見ると子房の部分がふくらんできて 3 心室に各 2 卵子のはいっているのがわかる。

7 月中旬ごろまだ堅果は殻斗の鱗片にすっかり包まれているが， 9 月中旬ごろになると果は 7 例制高，

7 刑制 l隔くらいとなり，多数の鱗片も覆瓦状に6"'7段現われ各片は広三角形，淡褐色毛を密生し，先端は

くちばし状をなし赤褐色無毛である。堅果は少し先端を出しはじめ，堅果を取り出してみると 5mm 高，

4mm 幅くらいの宝珠形をなし，上端ややとがり，下端はつぼんでいる。

1 年果は小さく穀斗の鱗片は赤褐色広三角形をなし，淡黄褐色毛を密生し，花被も同様の毛におおわれ
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ている。

10 月中旬ごろ 2 年果は成熟してやがて穀斗から落下する。 殻斗はわん状をなし覆瓦状に淡緑褐色の多

数の総省鱗片が 7 段くらい現われ，淡褐色圧縮毛密生し，先端はカモのくちばし状に突出して褐色無毛で

ある。堅果は約 18mm 高. 12mm 幅で殻斗から 3/4 くらい飛び出していて，淡黄緑色からしだいに褐

色となる。倒卵状楕円形をなし先端鋭形，上部の中央付近に淡褐色星状毛を密生し，頂端に花被を残存し

ている。座はわりあいに小さく，底部は裁形をなす。

1 年果は殻斗の鱗片を 3 段くらい現わし，花被とともに紅褐色を呈し淡灰褐色の星状毛を果序軸ととも

に密生し. 2.5mm 高. 1. 7 隅隅幅くらいの小さい状態のままで越年し，翌年の秋に成熟する。

17) アベマキ

Quercus variabilis BLUME. in Mus. Bot. Lugd. Bat. 1.297 (1850).-Q. Bungeana FORBES 

落葉喬木で本州〈山形県以南).四国，九州に産し，朝鮮，満州， 中国， チベット南東部にも産する。

春新葉とともに開花して翌年秋 10 月ごろに堅果を成熟する翌年成熟性である。

4 月下旬ごろ新薬を出し，新校は軟毛散生し，新葉は長楕円状彼針形，鋭尖頭，鈍脚で辺縁に芭尖鋸歯

あり，芭は暗汚赤色を呈し，葉表面緑色で軟毛散生し，裏面は宿存する白色星状毛が密生し，脈上には軟

毛散生して裏面は白くみえる。托葉は細線形で早落する。

雄花序は新校下部の小さい鱗葉に肢生するか，または側芽から発達した枝では雄花序のみの枝となり，

はじめ枝の短いころは雄花序が束生しているように見える。軟細毛のある細長の軸に雄花を多数つけて下

垂する。雄花は基部に緑褐色の針状線形の細長い先端のちぢれた壱 1 枚あり，花被は 2.......3 裂し，基部は

癒合している。裂片は広卵形，円頭，淡褐色膜質で徴毛が散生する。雄ずい 4-5 本である。

雌花序は新校の上部業肢に生じ，軟毛が散生した短い軸に 1.5mm 高. 1 刑制幅くらいの雌花を 1.......2

個つける。雌花は褐色細長の萄 1 枚を基部につけ，長楕円形，細尖頭，精赤色の鱗片 2 枚が外側にあり，

さらに内側には 5 枚内外の広卵形，辺縁有毛の総省鱗片に包まれている。花被は 5.......6 裂し，下半部癒合

し徴毛あり，裂片三角状をなす。花柱 3.......4 本，緑黄色で先端裁形をなす。

昨年から越冬してきた 2 年果は 4mm 高. 4.5 隅隅幅くらいで小さく，軸に 1.......2 果がついている。殻

斗は広三角形の鱗片が 3.......4 段に獲瓦状をなし，花被，花柱とともに黒褐色である。

6 月初旬ごろになると 2 年果は 5mm 高.5mm 幅くらいに大きくなり，殻斗の鱗片も 5 段くらいに増

し，各片は線形で厚味があり白緑色で微毛密生し，先端紅色を帯び外反してきた。花被，花柱は黒褐色と

なり残存している。果の断面をみると. 3 心室に各 2 卵子はいっているのがよくわかるようになった。

雌花は 1 年果として生育し，約 3mm 高. 2.5mm 幅となり，総壱鱗片は 4 段くらい現われ，各片広卵

状三角形で緑色，辺縁淡褐色有毛で覆瓦状をなす。花被，花柱は総萄の上部に残存している。

7 月中旬ごろには 2 年果は 7mm 高. 12mm 幅くらいとなり， 淡緑色外反した鱗片におおわれ，なか

にはまだ淡黄緑色属平な形の堅果がはいってし、る。

9 月中旬ごろになると 2年果は 35mm 高. 30mm 幅くらいに大きくなり成熟に近くなった。わん状の

殻斗の鱗片は多数が 6.......7 段くらいに現われ，太く長線形，微毛密生し外反しているc なかから堅果がな

かば突出してきた。堅果は淡緑褐色，精円状球形で上端やや平らとなり中央に花被，花柱を残存し，付近

に白色微毛を有するものあり。底部の座は円形でやや出ている。果の断面をみると 1 種子の子葉が発達し

て果実をうずめ，他の不熟の種子は基部に痕跡として残存している。
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10 月中旬ごろに堅果は成熟して褐色となり殻斗からしだいに落下する。

1 年果は 3 抑制高くらいで小さく総省鱗片は広三角形，褐色をなし 3 段くらい出ていて，上部に花被，

花柱を残存している。この状態で越冬して翌年の秋に堅果は成熟する。

18) クヌギ

Quercus acutissima CARRUTHERS, in Journ. Linn. 8oc. VI. 33 (1862).-Q. serrata (non 

THUNB.) 8IEB・ et Zucc. 

本弁I (岩手県，秋田県以南).四国，九州に産し，朝鮮h 満州，中国， ヒマラヤ地方(ネパールまで〉

にも分布する落葉喬木で，春新葉とともに開花して翌年秋 10 月ごろ堅果を成熟する翌年成熟性の種類で

ある。

4 月下旬ごろ軟毛密生した新校を出し，新薬ははじめ上面は淡褐白色，軟毛散生し，下面は密生し，い

くぶん白くみえる。しかしこの軟毛は成葉となるとしTごいに無くなってし、く。新葉は長楕円状披針形，鋭

尖頭，鈍脚，辺縁にさ尖鋸歯あり，アペマキの葉によく似ているが成葉の裏面に星状毛が無いので区別で

きる。托葉は細線形で早落する。

雄花序は新校下方の短小な鱗業に肢生し，あるいは雄花序のみついた校もある。花序軸は細長 8"'"'15cm

長で軟毛あり，多数の雄花をつけて下垂する。雄花は基部に細線状の 1 枚の右を有し(ときに欠くことも

ある)，花被は 3"'"'4 深裂し基部は癒合している。裂片広卵形， 円頭または浅裂し，淡褐色膜質，有毛

である。雄ずい 3"'"'5 本ある。

雌花序は新技の上部葉肢につき，軟毛が散生した短い軌に 1"'"'2 個の雌花をつける。雌花は外部に狭披

針形有毛の 1"'"'3 枚の沓あり，さらに 5 枚内外の卵状楕円形，鋭尖頭，有毛の総萄鱗片に包まれ，花被は

5"'"'6 裂し，下半部癒合し，裂片長三角状をなし有毛である。花柱 3"'"'4 本，柱頭は裁形である。

昨年から越冬してきた 2 年果は 3.3 抑制高， 3.5m帥幅くらいで小さく，穀斗は広三角形の鱗片 3 段く

らいあり獲瓦状をなす。花被，花柱も残存し黒褐色である。

6 月初旬ごろ 2 年果はようやく大きくなり，殻斗の鱗片も 4"'"'5 段現われ，厚質線形，微毛ある鱗片は

外反しはじめた。雌花は l 年果の形状をととのえはじめ，総省鱗片も 3"'"'4 段となり各片は広卵状三角形

で覆瓦状に並んでいる。

7 月中旬ごろ 2 年果の外部鱗片は外反し，内部鱗片はまだ堅果を包んでいる。 1 年果は 2mm 高， 2.5 

例刑幅くらいで小さく，褐色鱗片に包まれ花被，花柱を残存している。

9 月中旬ごろになると 2 年果は成熟近くなり，わん状の殻斗の鱗片は 6"'"'7 段となり厚質長線形，微毛

密生した多数の鱗片はほとんど外反し，堅果は穀斗から 1/2 くらい突出してきた。堅果は淡褐色となり楕

円状球形，上端ややへこみ，中央に花被，花柱を残存し，付近に微毛あり，座は円形でやや突出する。

10 月中旬ごろ堅果は成熟して褐色となり，しだいに殻斗から落下する。

1 年果は 3 問問高， 2.5mm 幅くらいで小さく，広三角形有毛，褐色の総萄鱗片が 3 段くらい覆瓦状に

並び，その上に花被，花柱を残存し，このまま越冬して翌年春から成長をはじめ秋 10 月ごろに堅果は成

熟する。

19) ツプラジイ

Castanopsis cu司pidata (TIiuNB.) SCHO廿区Y， in Engl. Bot. Jahrb. XLVII. 625 (1912). 

-Quercus cuspidata THUNB., -Pasania cuspidata .(THUNB.) OERST., -P. cuspidata var. 
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Thunbergii MAKINO， -Lithocaゆus cuspidata (THUNB.) NAKAI ,-Pasaniopsis cuspidata 

(THUNB.) KUDO,-Shiia cuspidata (THUNB.) MAKINO 

本州、! (千葉県安房郡以西)，四国，九州，朝鮮に産し，竪果は 10'""'12mm 高， 8-10 例制幅でやや球形

または卵円形で小さく，スダクイとはその他，葉質が薄く小形，冬芽は毛やや多く，樹皮の亀裂は浅い，

等によって区別されているが，本種については連続観察ができなかったが，宮崎および鹿児島県における

観察および標本によれば，スダジイと同様に翌年成熟性の種類である。

20) スダジイ

Castanopsis cuspiclata (THUNB.) SCHOTTKY var. Sieboldii (MAKINO) NAKAI, in Journ. 

Jap. Bot. XV. 263 (1939).-Pasania cuspidata var. Sieboldii MAKINo ,-Pasania Sieboldii 

MAKINO, -Lit hocarpω cuspidata var. Sieboldii (MAKINO) NAKAI ,-Pasaniopsis Sieboldii 

(MAKINO) KUDO ,-Shiia Sieboldii (MAKINO) MAKINO,-Lithocarpus lutchuensis KOlDz. 

常緑の喬木で本リ.!.! (太平洋側は福島果隻葉郡西部，日本海側は新潟県佐渡以西)， 四国，九州および済

州島に産し. 5. 6 月ごろ開花して翌年の秋 10 月中旬ごろに堅果を成熟する翌年成熟性の種類である。

4 月下旬ごろまだ新芽は伸びず昨年より越冬してきた 2 年果は長い果実序を直立し，総状に 13 個内外

の果をつけ，軸はほとんど無毛で灰褐色である。果はまだ小さく 2mm 高， 2m削幅くらいで丸い供え餅

を 2 個かさねたような形をなし，下の大きい方は密着した萄鱗につつまれ，淡褐色の短毛を有す。上の部

分は淡褐色短毛を密生した花被 6 片よりなっている。花柱 3 本も残存している。

5 月下旬-6 月上旬ごろ新葉が十分開いてから甘香強き花を開き，新葉は表面緑色，または紫染し，淡

褐色圧着した鱗毛を散生し，後無毛となる，下面は白緑褐色で鱗毛密生し中肋には粗毛散生する。葉は広

楕円形~広披針形，先端鋭尖形，尾状をなし基部鋭形または鈍底で革質である。辺縁は全縁であるが往々

波状鋸歯がある。

雄花序は新枝の下部鱗片業または通常葉に肢生し斜立する。 花序軸は 4 稜を有し 7-8cm 長で雄花を

多数つけ，雄ずいの外出した緑白色の穏をなし，甘香ある虫媒花である。雄花は基部に 1 枚の広三角形~

広卵形，先端のとがった緑色または褐色の葱を有し，無毛または徴毛がある。花被片は 6 深裂し，萄の倍

長である。各片はほとんど分離して，長楕円形および倒披針形をなし，外面淡緑色，辺縁白色をなし白色

辺縁毛を有する。内面には白軟毛がある。雄ずい 12 本あり，しかし花被とともに減数することがある。

白色無毛の花糸は花外に長く超出する。中央に 3 個の退化子房の突起があり，淡褐白色のくもの巣毛状の

軟毛塊となっている。突起の内部は燈黄色肉質である。 1 替に 2'""'3 雄花あるときは伊lU花は花被および雄

ずいが減数している。

雌花序は新校の上部葉肢に直立してっき， 5-7 cm 長淡緑色有稜の軸に 30 個内外の多数雌花をつける。

雌花は 3mm 高. 1. 5 刑問幅くらいで基部に淡緑色半円形で往々紅染する 1 枚の萄を有し，そして微毛あ

る環状の総葱鱗片が 1 枚あり，その内部にある後に堅果を包む鱗片群はまだ小さし、。上部に 6 深裂した花

被がある。各片は卵円形および広卵形で淡黄緑色を呈し徴毛あり，内面には白軟毛密生する。 3 花柱あり

棒状に花外に出る。紅褐色を呈し，花柱基部には白軟毛密生する。柱頭は点状である。退化雄ずいを有し

ことに雌花序の頂端にある数個の雌花は両性花のように良く発達した雄ずし、を有する。

8 月下旬ごろになると 2 年果は大きくなり発育のよいものでは 20mm 高， llmm 幅くらいとなり，な

かの竪果も 15mm 高. 8mm 幅くらいに発育している。 しかし同一果序軸上に発育不良のものを多く混
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第 3 図 マテパ、ンイ属，シイノキ属の花および初期の果実

Fig. 3 Flowers and young fruit of gen. Pasania and Casta刊opsis

A-F: マテパシイ Pasania edulis 

A: 1 葱を有する雄花， 6 月 15 日。 (5 倍) A male flower with a bract, June 15. (x 5) 

B: 萄および鱗片を有する雌花， 6 月 15 日。 (6 倍) A female flower with a bract and 

scales, J une 15. (x 6) 

C: 総萄に包まれた初期の 2 年果， 4 月 18 日。 (5 倍) • A young 2nd year fruit within 

involucre, Apr. 18. (x 5) 

D: 1 総萄内に 2 果を有するもの。 (5 倍) Two fruits within an involucre. (x 5) 

E: 総葱に包まれた若い 2 年果， 6 月 15 日。 (4 倍) A young 2nd year fruit within an 

involucre, June 15. (x 4) 
F: 同，縦断面。 Idem ， longitudinal section. 

G-L: スダジイ Castanopsis cuspidata v. Sieboldii 

G: 雄花， 6 月 5 日。 (4 倍) A male flower, June 5. (x 4) 

H: 若および鱗片を有する雌花， 6 月 5 日。 (7 倍) A female :flower with a bract and 
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scales, June 5. (x7) 

1 :初期 2 年果の果実序， 4 月 26 日。 (4 倍) An infructescence of young 2nd year 

fruits, Apr. 26. (x 4) 

J: 2 年果の果実序， 8 月 26 日っ(1. 5 倍) An infructescence of 2nd year .fruit, Aug. 

26. (x1.5) 

K: 総省の縦断面， 堅果を示す， 8 月 26 日。(1. 5 倍) lnvolucre longitudinally cut, 

showing nut , Aug. 26. (x 1.5) 

L: 堅果の横断面， 8 月 26 日。(1. 5 倍) Transverse section of nut, Aug. 26. (x 1.5) 

生している。殻斗は他のカシ類と異なり皿形をなさず，鱗片は癒合して，下部は帯輪状に角状突起の裂片

があり，上部ではこれが密集し，全体は長楕円形をなし完全に堅果を包んでいる。淡緑色で微毛あり，下

部には褐色の屑毛を有する。花被，花柱は黒褐色となって発育不良の果はまだ上部に露出しているが，発

育の良いものでは穀斗の内側に包み込んでいる。堅果を取り出してみると細長楕円形をなし，やや三角の

面がある。堅果の横断面をしらべると (Fig. 3. Lふ果皮の下にやや厚い内果皮がありその内側面には

淡褐色の密毛があって種子を保護しているコ種子は 1 卵子のみ発育して他の卵子は残痕を片すみにとどめ

ている。種子は種皮におおわれ，そのなかは白色の厚い 2 個の子葉で埋められている二同一果序斡上の発

育の中程度の堅果では，内果皮のみが発達していて種子は見られず，発達しない卵子が果の上部に残痕と

して集まっている。さらに発育の非常に悪い果では内果皮の発達も悪いので，殻斗のなかは空になってい

る。

10 月中旬ごろになると 2 年果は堅果を完全に包蔵していた広楕円形の殻斗が 3 裂して，なかの成熟した

堅果を落下する。殻斗は淡緑褐色をなし，角状の突起を有する。堅果は 16-18 mm 高， 7-9 問問幅くら

いで濃茶褐色，やや三稜を有する卵状長楕円形をなし， 1 側面はやや平らで他面は丸味を有している。先

端は鋭尖で花被，花柱を残存している。座は淡褐色で外部にやや突出している。

1 年果は小さい 2mm 高くらいの大きさで， 少数の鱗片および花被をつけ， この状態で越冬して翌年

の秋に成熟する。

21) マテパシイ

Pasania edulis MAKINO, in Bot. Mag. Tokyo, XI. 39 (1897).-Quercus edulis MAKINO, 

-Q. glabra 8lEB. et Zucc., -Lithocar�us edulis (MAKINO) NAKAI 

常緑の喬木で本州、I (千葉県安房郡以西)，四国，九州，琉球に産し， 6 月中旬ごろ開花して翌年の 10 月

ごろ竪果を成熟する翌年成熟性の種類である。

5 月初旬ごろ新校を伸ばしはじめ新校の下方には 2-3 の鱗片葉があり上部に通常葉がある。托葉は広

線形，褐色有毛で早落する。新薬には粘性があり上面淡緑色で脈は紫染し，ほとんど無毛にみえるが圧着

せる微毛あり，下面淡白褐緑色を呈し，ほとんど無毛にみえるが非常に小さい鱗毛を密に圧着している。

新枝は緑色で稜があり，淡褐色伏臥せる徴毛がある。上部の通常葉の葉肢にはまだ固く小さい雄花序がつ

いている。旧葉は倒卵状長精円形，先端は微笑形鈍頭，基部は鋭形，辺縁は全縁で内にやや反曲し，表面

は濃緑色無毛で光沢あり，下面は灰緑色を呈する。

昨年から越冬してきた 2 年果は黄緑色， ほとんど無毛で 10cm 長くらいの軸に十数個ついているが，

発育していないものもあり不整である。果は 3mm 高， 5 刑問幅くらいでまだ小さく，軸の上部に向かつ

て椅円状の広がりをもっ緑色台状の部分(これは葱 1 枚および小菅 4 枚に包まれていた部分であって発育
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の悪い果ではまだそのままのものもある〕の上に三角形状の緑色有毛の総萄鱗片が覆瓦状にあり，頂端に

花被，花柱が残存するO 総省内に 1 果はいっているのが普通であるが，まれに同一総萄内に 2 果はいって

いるものもある。

6 月中旬ごろ新葉が十分開いてから花が咲き，新枝のヒ部葉般に穂を直立し，淡黄緑色 7cm 長くらし、

の軸に雄花を密生する。雄花は淡黄緑色広卵形の 1 枚の萄を有し，花被は淡緑白色わずかに微毛あり上半

は 6 裂し， うち 3 裂片は広卵形で他は狭卵形をなし，下半部は癒合して軸に扇平に接着している。雄ずい

12 本，花糸は細長で白色無毛， 花被より外出している。中央に白軟毛を密生した黄色の突起となった退

化子房があるC

雌花序は新枝の頂端に近い葉般に直立してっき，あるいは雄花序の下部が雌花序になっているものもあ

る 6c間長くらいの緑色細長の軸に1O~20 個の雌花 2.5 例制高， 4 刑問幅くらいを総状につける。雌

花は広卵形緑色の 1 枚の壱および上から見ると卵形で尖頭の台状をなした部分を包んで 4 枚の小若があ

る。花被は淡黄緑色で 6 裂し，裂片は広卵形であるO

花柱 3 本，白黄色棒状で直立し柱頭は点状をなし，花柱下部および子房上部には白色細毛を密生するつ

軸，萄および花被には淡褐色の屑状の毛を散生しているつ

2 年果は発育してだいぶ大きくなり，堅果は緑色の先端を総蒼からわずか放出してきた。塁果を取り出

してみると球状の 4 間制高， 4m桝傾くらいとなり，閤りに縦線がある。このころ堅果の断面を見ると倒

生卵子がよくわかり 3 心室で各室 2 卵子がはいっている。

7 月中旬ごろ 1 年果は 3 例制高， 4 例肌幅くらいで小さく，花被，花柱もそのままで全体淡緑色を呈し

ている。 2年果は同一果序軸に淡緑色の堅果を殻斗から飛び出させた発育の良いものと，まだ殻斗の鱗片

におおわれたままの発育不良のものとが雑居していて， 発育の良レ堅果は 11 刑問高， 9m附幅くらいあ

る。

9 月中旬ごろになると 2 年果はもう成熟に近く，堅果は長楕円形で先端ややとがり，淡緑黄色に色づき

殻斗から大部分が飛び出してきた。

10 月中旬ごろに 2 年呆は完熟して黄櫨色から褐色となり，やがて殻斗から脱落する。殻斗は皿形で灰緑

色を呈し，多数の鱗片は覆瓦状をなし 6~7 段あり，灰白色微毛があるO 堅果は 1/5 くらいが穀斗に埋ま

り，他の大部分を露出して長橋円形で 20""-'28 刑制高， 10""-'13 間間隔くらL、，鋭頭，裁脚で縦線はあまり

はっきりしていなし、。先端に花被を残存し，座はややへこみ，円形で淡褐色である。果序軸上の堅果は一

部が成熟し，他は大部分不熟果となりいまだ殻斗に包まれたままの形で小さく，特に先端に近い方では全

然発育しないで、枯れかかっている。

1 年果は小さい越冬果の状態で越冬して翌年の秋に堅果を成熟するc 東京付近の観察では，同一木が毎

年堅果をつけることは少ないようである。

22) シリプカガシ

Pasania glabra (THUNB.) OERSTEDT, in Kjoeb. VideI1sk. Medde1. xvm. 83 (1866). 

-Quercus glabra THUNB.:-Q. Sieboldiana BLUME,-Lithocarþus glabra (THUNB.) NAKAI, 

-Kuro削atea glabra (THUNB.) KUDO 

本州(近畿以西)， 四国，九州に産し，琉球，台湾にも分布する常緑の喬木で 9""-'10 月ごろ開花して

翌年の 10 月中旬ごろ堅果を成熟する翌年成熟性の種類であるが，他の種類と違って秋に開花するので結
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実期間が約 12 カ月であることが相違する。

本種については継続観察ができなかったが. 1957 年 10 月 13 日広島県宮島にて，花はやや盛りを過ぎ

ていたが，完熟した堅果とともに調査することができたので，これにもとづいて記載した。

新校は淡黄褐色の紙毛が密生し，業は有柄，互生し，倒卵状長橋円形，または長楕円形，先端は急に鋭

尖となり，基部漸尖する。辺縁は全縁で内側に反曲し，葉表面緑色光沢あり，裏面に圧着せる鱗毛を有し

銀白色を呈する。

9""10 月ごろ新校の頂部に花枝を出し，下方には雄花序を，上方に雌花序をつけることが多いが，雄花

序または雌花序のみの校や，同一花序軸で下方に雌花を有し上方に雄花を有するものもある。各花序は鱗

葉に般生して斜立するが，新葉に版生する雄花序もある。しかしながら花枝の頂端には必ず冬芽があり，

長卵形，鋭尖頭，淡緑色有毛の鱗片が先端を開レてついている。一般の校の頂芽と同様のものであり，こ

の冬芽は次年には伸び出すものと思われる。このことは他種ではみられなかったことである。ただしこれ

とは違うが，コナラの雑種で雌花序の先端が伸びて葉をつけた奇形をみている。 雄花序は 5""8 c削長で

軸は淡褐色紙毛密生し，雄花を多数つけ，各花は 4""5 個ずっかたまっていて無柄である。雄花の基部に

は l 枚の三角状の小さい砲があり，花被は 4""5 裂し，淡褐色で白綿毛密生する。雄ずし、 10 本内外あり

無毛，中央に白綿毛を密生した退化子房のかたまりがあるc

雌花序は 10""13 c間長で直立し，軸は淡黄緑色で紙毛密生して雌花を多数総状につける。雌花は 2""3

花がかたまってっき，各花は 1.5mm 高， 1mm 幅くらいで総壱は互いに基部を癒合している。外部に 1

枚の小さい広三角形，鋭尖頭，褐色有毛の壱を有し，さらに 3 枚くらい遊離した三角状の鱗片があり，次

にある 1 枚の淡緑色微毛のある鱗片によって子房の部分は完全に包まれている。花被は 6 裂し裂片広三角

形，淡白褐色の微毛が密生する。 3""4 花柱あり淡緑黄色，無毛で短く直立し，花被外に出る。この雌花

が 1 年果として越年して翌年の秋に堅果を成熟する。

10 月中旬ごろには 2 年果は成熟して旧校の果序軸に多数ついているが， 半数は不熟の小さい穀斗に包

まれたままである。良く成熟したものは浅いわん形の淡灰緑色で微毛のある殻斗を有し，広三角形，鋭尖

頭の多数の鱗片は覆瓦状に 9 段くらい現われている。そして穀斗は 2""3 個が互いに基部を癒合して果軸

についている。

堅果は殻斗から 4/5 くらい飛び出していて，広卵形~倒卵状楕円形または長精円形で， 15""20mm 高，

9""12 抑制幅あり，先端とがり頂部に花被，花柱を残存する。基部はやや狭くつぼまる。しかし多数相接

して着果するときには周囲から圧されて三角または四角状に稜を有し種々変形する。濃褐色ほとんど無毛

で，はじめ白色ろう質を分泌しているがこれはすぐとれるつ座は円形であるがときに不整形をなし，深く

へこみ淡褐色を呈する。このことより尻深ガシと呼ばれるようになった。

摘要

日本産 Quercus， Castanopsis , Pasania の代表的な種類の果実の成熟期間には 2 形式ある(表 1) 。

Form A........ 1 年

4 月下旬""5 月初旬ごろに開花して， 10 月 ""11 月に堅果を成熟する。

アラカシ，シラカ、ン，イチイガシ，コナラ，テリハコナラ，モンゴリナラ， ミズナラ，カシワ，ナラ

ガシワ。
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Fig. 1 (A-E, R-S), 2 (A-J, V-W) , Plate 1, 2 (A-C) , 6, 7. 

Form B........ 2 年

Subform a 

4 月下旬-5 月初旬ごろに開花する。以後当年の 6 月から翌年の 4 月までは卵子あるし、は子房の発達

はわずかに進行するのみである。若い果実の分化は 5 月初旬ごろから速くなり， 6 月初旬ごろには卵

子が明らかに見えるようになる。そして堅果は 2年目の 10 月 -11 月に成熟する。

アカガ、ン，オオアカガシ，ツタパネガシ，オオツタノミネガシ，ハナガガシ， ウラジロガシ，ウバメガ

シ，アペマキ，クヌギ。

Fig. 1 (F-Q , T-U) , 2 (K-U) , Plate 2 (D-F) , 3, 4, 5, 8, 9, 10. 

Subform b 

6 月初旬ごろ開花して，堅果は翌年の 10 月に成熟する。

ツブラジイ，スダジイ，マテパシイ。

Fig. 3, Plate 11, 12. 

Subform c 

9 月下旬-10 月初旬ごろ開花して，堅果は翌年の 10 月に成熟する。

シリブカガシ， Plate 13. 
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Plate 1 
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図版説明

EXPLANATION OF PLATE 

A-C: アラカシ Que何回 glauca， Locality, Asakawa Pref. Tokyo. 

A: 雌花序をつけた小枝， 5 月 4 日。 A branchlet with female in臼.orescence， May 4. 

B: 若い果実序をつけた小枝， 8 月 17 日。 A branchlet with young infructescence, Aug. 17. 

C: 成熟した果実をつけた小枝， 10月 18 日。 A branchlet with matured fruit, Oct. 18. 

D-G: シラカシ Quercus 削.yrsinaefolia， Locality, Asakawa Pref. Tokyo. 

D: 雌花序をつけた小枝 5 月 19 日。 A branchlet with female inflorescence, May 19. 

E: 若い果実序をつけた小枝， 8 月 17 日。 A branchlet with young infructescence. Aug. 17. 

F: 成熟した果実をつけた小枝， 10月 18 日。 A branchlet with matured fruit , Oct. 18. 

G: 殻斗をつけた堅果， 10月 18 日。 Nuts， with a cupule, Oct. 18. 

Plate 2 

A-C: イチイカ*シ Quercus gilva, Locality, Kusumi national forest Pref. Miyazaki. 

A: 雌花序をつけた小枝， 5 月 30 日。 A branchlet with female inflorescence, May 30. 

B: 若い果実をつけた小枝， 8 月 3 日。 A branchlet with young fruit , Aug. 3. 

C: 果実をつけた小枝， 10月 3 日。 A branchlet with a fruit , Oct. 3. 

D-F: ハナガガシ Quercus Hondai, Locality, Kusumi national forest Pref. Miyazaki. 

D: 1 年果および成熟した 2 年果をつけた小枝， 10月 3 日。 A branchlet with 1st year fruits 

and matured 2nd year fruits, Oct. 3. 

E: 1 年果をつけた小枝， 10月 3 目。 A branchlet with 1st year fruits , Oct. 3. 

F: 成熟した 2年果をつけた小枝， 10 月 3 日。 A branchlet with matured 2nd year fruits , 

Oct. 3. 

Plate 3 

A-F: アカガシ Quercus acuta, Locality, Meguro Pref. Tokyo. 

A: 雄花序をつけた若枝， 5 月 11 日。 A young branchlet with male inflorescences, May 11. 

B: 雌，雄花序および若い 2 年果をつけた小枝 5 月 16 日。 A branchlet with female and 

male inflorescences and young 2nd year fruits, May 16. 

C: 雌花序をつけた小枝， 5 月 30 日。 A branchlet with female inflorescences, May 30. 

D: 若い 2 年果をつけた小枝， 5 月 16 日。 A branchlet with young 2nd year fruits, May 16. 

E: 1 年果および成熟した 2 年果をつけた小枝， 10月 17 日。 A branchlet with 1st year fruits 

and matured 2nd year fruits, Oct. 17. 

F: 殻斗をつけた堅果， 10月 6 日。 A nut with cupule, Oct. 6. 

Plate 4 

A-E: ツタパネガシ Quercus sessilifolia, Locality, Mt. Takao and Meguro Pref. Tokyo. 

A: 搬葉および雄花序をつけた小枝， 5 月 9 日。 A branchlet with young leaves and male 
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inflorescences, May 9. 

B: 雌，雄花序をつけた小枝， 5 月 13 目。 A branchlet with female and male inflorescences, 

May 13. 

C: 雌花序をつけた小枝， 5 月 13 日。 A branchlet with female inflorescences, May 13. 

D: 1 年果をつけた小枝 8 月 7 日。 A branchlet with 1st year fruits, Aug. 7. 

E: 成熟した 2 年果， 10月 9 日。 A matured 2nd year fruit , Oct. 9. 

F-G: オオツタパネガシ Quercus takaoyamensis, Locality, type tree in Mt. Takao Pref. 

Tokyo. 

F: 雌花序をつけた小枝， 5 月 13 日。 A branchlet with female inflorescences, May 13. 

G: 右，成熟した 2 年果をつけた小枝，左，大形葉をつけた下校， 10 月 2 日。 Right， a bran-

Plate 5 

chlet with matured 2nd year fruit, left, an under branchlet with large leaves, 

Oct.2. 

A-E: ウラジロヵーシ Quercus salicina var. stenoPhylla, Locality, Asakawa Pref. Tokyo. 

A: 雌花序をつけた小枝， 5 月 17 日。 A branchlet with female inflorescences, May 17. 

B: 1 年果および成熟した 2年果をつけた小枝， 10月 18 日。 A branchlet with 1st year fruits 

and matured 2nd year fruits, Oct. 18. 

C: 若\， '2 年果をつけた小枝， 5 月 19 日。 A branchlet with young 2nd year fruits , May 19. 

D: 若\" 2 年果をつけた小枝， 8 月 17 目。 A branchlet with young 2nd year fruits, Aug. 17. 

E: 成熟した 2 年果をつけた小枝， 10月 6 日。 A branchlet with matured 2nd year fruit, 

Oct. 6. 

Plate 6 

A-D: コナラ Quercus serrata , Locality, Asakawa Pref. Tokyo. 

A: 雌，雄花序をつけた小枝， 4 月 26 日 o A branchlet with female and male infiorescences, 

Apr. 26. 

B: 雌花序をつけた小枝， 5 月 17 日。 A branchlet with female infiorescences, May 17. 

C: 若い果実をつけた小枝， 8 月 17 日。 A branchlet with young fruits , Aug. 17. 

D: 成熟した果実， 10月 3 目。 A matured fruit, Oct. 3. 

E-G: ミズナラ Quercus 制ongolica v. grosseserrata, Locality, cult. Asakawa Pref. Tokyo. 

E: 雌花序をつけた小枝， 5 月 19 日。 A branchlet with female inflorescence, May 19. 

F: 若い果実をつけた小枝， 8 月 17 日。 A branchlet with young fruit , Aug. 17. 

G: 殻斗をつけた成熟した堅果， 10月 6 日。 A matured nut with a cupule, Oct. 6，・

Plate 7 

A-C: カシワ Quercus dentata, Locality, Mt. Takao Pref. Tokyo. 

A: 雌花序をつけた小枝， 5 月 9 日。 A branchlet with female infiorescences, May 9. 

B: 若い果実をつけた小枝， 8 月 17 日。 A branchlet with young fruits, Aug. 17. 

C: 殻斗をつけた成熟した堅果， 10月 9 目。 A matured nut with a cupule, Oct. 9. 
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D-G: ナラガシワ Quercus aliena, Locality, cult. Meguro Pref. Tokyo. 

D: 雌，雄花序をつけた小枝， 4 月 20 日。 A branchlet with female and male inflorescences, 

Apr.20. 

E: 若い果実をつけた小枝， 5 月 30 日。 A branchlet with young fruits. May 30. 

F: 若い果実をつけた小枝， 8 月 17 日。 A branchlet with a young fruit , Aug. 17. 

G: 成熟した果実をつけた小枝， 10月 6 目。 A branchlet with a matured fruit, Oct. 6. 

Plate 8 

A-E: ウパメガシ Quercus Phillyraeoides, Locality, cult. Meguro Pref. Tokyo. 

A: 雄花序および若い 2 年果をつけた小枝， 4 月 20 日。 A branchlet with male inflorescences 

and young 2nd year fn,iÏts, Apr. 20. 

B: 雌花序をつけた小枝， 5 月 17 日。 A branchlet with a female inflorescence, May 17. 

C: 若い 2 年果をつけた小枝， 5 月 17 日。 A branchlet with a young 2nd year fruit, May 17. 

D: 若い 2年果， 8 月 17 日。 A young 2nd year fruit , Aug. 17. 

E: 成熟した 2 年果， 10月 18 日。 A matured 2nd year fruit, Oct. 18. 

Plate 9 

A-E: アベマキ Quercus variabilis, Locality, Meguro Pref. Tokyo. 

A: 雌，雄花序および 2年果をつけた小枝， 4 月 20 日。 A branchlet with female and male 

inflorescences and 2nd year fruit, Apr. 20. 

B: 雌花序をつけた小枝， 5 月 30 日。 A branchlet with female inflorescences, May 30. 

C: 若\，， 2 年果， 4 月 20 日。 Young 2nd year fruits , Apr. 20. 

D: 若い 2 年果， 5 月 17 日。 Young 2nd year fruits, May 17. 

E: 成熟した 2 年果をつけた小枝， 9 月 28 日。 A branchlet with a matured 2nd year fruit , 

Sep. 28. 

Plate 10 

A-F: クヌギ Quercus acutissima , Locality, Asakawa Pref. Tokyo. 

A: 雌，雄花序および 2年果をつけた小枝， 4 月 20 日。 A branchlet with female, male 

in但ores(!ences and 2nd year fruits, Apr. 20. 

B: 雌花序をつけた小枝， 5 月 23 日。 A branchlet with female inflorescences, May 23. 

C: 若い 2 年果をつけた小枝， 4 月 20 日。 A branchlet with a young 2nd year fruit , Apr. 20. 

D: 向上， 5 月 23 日。 1. C., May 23. 

E: 向上， 8 月 17 日。 1. C., Aug. 17. 

F: 成熟した 2 年果， 10月 3 目。 A matured 2nd year fruit , Oct. 3. 

Plate 11 

A-E: スダジイ Castanopsis cuspidata v. Sieboldii, Locality Asakawa Pref. Tokyo. 

A: 雄花序をつけた小枝， 6 月 3 日。 A branchlet with male infl,orescElnces, June 3. 

B: 2 年目の若い果実序をつけた小枝， 4 月 26 日。 A branchlet with young infructescences 

of 2nd year, Apr. 26. 
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C: 2 年果をつけた小枝， 8 月 28 日。 A branchlet with 2nd year fruits , Aug. 28. 

D: 成熟した 2 年果をつけた小枝， 10月 18 日。 A branchlet with matured 2nd year fruits, 

Oct. 18. 

E: 堅果， 10月 18 日。 Nuts， Oct. 18. 

F: ツプラジイ Castanopsis cuspidata, Locality，乱1iyazaki shrine Pref. 乱Hyazaki.

成熟した 2 年果をつけた小枝， 10 月 4 日。 A branchlet with matured 2nd year fruits, 

Oct. 4. 

Plate 12 

A-E: マテパシイ Pasania edulis, Locality, cult. Asakawa Pref. Tokyo. 

A: 雌，雄花序および 2年果をつけた小枝， 6 月 17 日。 A branchlet with female, male 

inflorescences and 2nd year fruits, June 17. 

B: 雌花および雄花， 6 月 17 日。 Female and male 但owers， June 17. 

C: 若い 2 年果 4 月 20 日。 Young 2nd year fruits, Apr. 20. 

D: 若し、 2 年果をつけた小枝， 6 月 17 日。 A branchlet with young 2nd fruits , June 17. 

E: 成熟した 2 年果をつけた小枝， 9 月初日。 A branchlet with matured 2nd year fruits , 

Sep. 28. 

Plate 13 

A-E: シリプカガシ Pasania glabra , Locality, Miyajima national forest Pref. Hiroshima. 

A: 雌，雄花序および成熟した果実をつけた小枝， 10月 13 日。 A branchlet with female , male 

inflorescences and matured fruits , Oct. 13. 

B: 雌花序および雄花序をつけた小枝， 10 月 13 日。 A branchlet with female and male 

inflorescences, Oct. 13. 

C: 雌花序， 10 月 13 日。 A female inflorescence, Oct. 13. 

D: 成熟した果実をつけた小枝， 10月 13 日。 A branchlet with matured fruits, Oct. 13. 

E: 竪果， 10 月 13 目。 Nuts， Oct. 13. 

¥ 
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Dendrolog-i岨1 Studie目。f the Japane目e Fagaceae 

-On the ripening' term of the fruits of Quercus, Castanopsis and Pasania.ー

Yoshio KOBAYASHI and Takuji MmORIKAWA 

(R駸um�) 

There are two forms with the ripening term of the fruits of the representative japaｭ

nese Q叫eγcus， Castanopsis and Pasania くTable 1). 

Form A........ annual 
Flowers in the latter part of Apri1 to early May. Nuts mature in October to November. 

Q. glauca, Q. myrsinaefolia, Q. gilva, Q. serrata, Q. serrata v. donciγium， Q. mongolica, 

Q. 問ongolica v. gγosseserrata， Q. dentata , Q. aliena. 

Fig. 1 (A-E, R-S) , 2 (A-J, V---"W). 

Plate 1, 2 (A-C) , 6, 7. 

Form B・・・・・・・・ biennial

Subform a 

Flowers in the latter part of Apri1 to early May. From June of the first year to April 

of the second, only slight progress is made in the development either of ovules or of 

ovary. Di百érentiation of the young fruits is rapid from early May , and the ovules 

appear in the early part of June. Nuts mature in October to November of the second 

year. 

Q. acuta, Q. acuta v. 隅egaPhylla， Q. sessilifolia, Q. takaoya例ensis， Q. Hondai , Q. salicina 

v. stenophylla, Q. phillyraeoides, Q. variabilis, Q. acutissi刑a.

Fig. 1 (F-Q, T-U) , 2 (K-U). 

Plate 2 (D-F), 3, 4, 5, 8, 9, 10. 

Subform b 

Flowers in early June. Nuts mature in October of the second year. 

C. cuspidata, C. cuspidata v. Sieboldii, P. edulis. 

Fig. 3, Plate. 11, 12 

Subform c 

Flowers in the latter part of September to early October. Nuts mature in October of 

the second year. 

P. glabγa 

Plate 13. 



-Plate 9-

事 A

D 

アベマキ Quercus variabilis 



-Plate 10ー←

クヌギ Queγcus acutissima 



-Plate 11ー

E 
計一昨秒吋信号宿場

F 
A-E，スダジイ Castanoþsis cusρidata v. Sieboldii F，ツプラジイ Castanoþsis cus�idata 



-Plate 12 

マテパシイ Pasania edulis 



-Plate 13-

シリプカガシ Pasania glabra 


